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欠 塚 古 墳

筑後市大字前津字塚山所在追跡の調杏

1 9 9 3 

筑後市教育委員会



序

欠塚古墳の発掘調脊は欠塚占墳の買収および保存整備に伴って、 筑後市・筑後市

教育委員会が欠塚古墳調壺団に委託して平成元年度に実施したものです。

欠塚古墳は平成5年度から保存整備に着手する計画になっており、 近い将来、 古

墳公園として一 般に公開される予定です。 同じ八女古墳群の石人山古墳や弘化谷古

墳とあわせて歴史学習の場として活用が期待されるところです。

発掘調在では、 欠塚古墳が前方後円墳であることや、 九州では珍しく造り出しを

もつことなどが確認され、 盗型の埴輪をはじめ様々な遺物の出土をみることができ

ました。

この報告書はその発掘調在の記録であり、 今後の文化財保護思想の普及の一 助と

して、 また学術研究の資料として、 広く活用していただければ幸いです。

おわりに、 この報告書の刊行にあたり、 発掘調査を快くお引受けいただいた欠塚

古墳調蒼団代表の佐田茂先生をはじめ、 いろいろと御指導• 御協力いただいた関係

各位と、 猛暑期にもかかわらず発掘調背に参加された皆様に対し、 厄く御礼申し上

げる次第です。

平成5年5月

筑後市教育委員会

教育長 履信 田 基 之



例 一
ロ

1 . 本報告古は、 198 9 (平成元）年7月17日から 8月12日まで欠塚占墳調脊団が、 9月 1日から

19 90 C平成 2)年2月25日まで、 筑後市教育委員会で行った欠塚古墳の発掘調在報告書であ

る。

2. 本古墳は福岡県筑後市大字前津字塚山に所在する前方後円墳である。

3. 本古墳は当初、 日本紙工株式会社の工場用地として破壊される運命にあったが、 筑後市当局

の努力によって、 翼上げ、 保存することになった。 しかし、 用地取得の関係から、 全面買上げ

にはいたらず、 前方後円墳の前方部の一部は消滅してしまった。

4. 本報告の執籠は、 第l、 2、 4、 6、 7章を佐田茂が、 第3章を佐田、 江口寿高、 第8章を

江口が、 第4章第3節の出土遺物は、 佐田、 平塚あけみが担当した。 なお、 第5章の欠塚古墳

についての記録は、 波多野院三『筑紫史論』第3輯(19 75年）から再録したものである。

5. 出土迫物の整理、 実測、 製図は、 平塚あけみによるものである。

6. 発掘調査中の写真は、 江口寿高、 岩越幸義、 永見秀徳が撮影したもので、 追物写真は、 江口

寿高が撮影した。

7. 本書の編集は佐田茂が行ったが、 平塚あけみの援助を受けた。

8. 調査後、 報告占作成までの間には、 堤諭吉、 古賀正美、 永見秀徳、 小林勇作、 野間口靖子、

江崎千鶴氏に色々な援助を受けた。 謝意を表します。
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第1章 位置と環境

筑 後市は穀倉地帯である筑 後平野の 一 角にあり、 北に三瀦町、 東に八女市、 南に瀬高町、 西に

大木町という環境にある。 標裔5mから20mぐらいまでの間に市内はおさまり、 低地に派生 した

10m 前 後の低丘陵上の先端部近くに、 多く集格は営まれていたようである。

石人山古墳、 岩戸山古墳などを含む八女古墳群のある八女丘陵は、 東西に10km程延びている

が、 西の方は広くなり、 だらだらと した低丘陵がつづいている。 欠塚古墳は、 この丘陵の西端近

くにあり、 2 km程西へ行くと、 広い水田地帯を望むことができる。 所在地は福岡県筑 後市大字 前

津といい、 国適20 9号線の赤坂交差点を東に折れ、 1 km程行ぎ、 五差路になった 欠塚の信号を右

（南） に折れ、 200m行った道路の右側にある。

低丘陵の先端には小さな谷がいくつも入りこんでいる。 欠塚古墳も そう した小さな谷に面 した

ところにあり、標高30m程のところである。 北方 1 kmぐらいのところには、 前方 後円墳で、 横穴式

石室、横口式家形石棺、武装石人をもった石人山古墳。円墳で、 石屋形をもつ横穴式石室を内部主

体と し、円文、双脚輪状文、靱などの装飾をもつ弘化谷古墳がある。 石人山古墳、 弘化谷古墳の近

くには、 ほかにも古墳があったようだが、今ではほとんどなくなっており、実態はつかみにくい。

筑 後市内では、 ほかに 一 条ー ト塚に千人塚古墳、 西 牟田に瑞王寺古墳がある。 千人塚古墳は未

調壺で内容がわからないが、 墳丘規模の相当大きい円墳の可能性がある。 瑞王寺古墳は既にこわ

されて、 今は見ることができない。 堤諭吉氏を中心とする筑 後考古学研究会の例会で、 たまたま

古墳の周辺を歩いている時に、 こわされているのを目撃 し、 南筑 後教育事務所の川述昭人氏に連

絡、 かろうじて発掘調在だけは行われた。 すでに半壊していた古墳ではあったが、 円墳で、 きれ

いに奸石がめぐり、 内部に竪穴系横 口式石室をもち、副葬品に鏡、有孔円板、臼玉、鐙、轡、絞具、

招金具、 刀＋、 鉄鏃、 石突、 鋤先、 須恵器があり、 欠塚古墳とも近い時期のものである。 さら

に、 瑞王寺古墳の北北西1 km程の、 八女丘陵の最先端には十連寺古墳がある。 瑞王寺古墳と石人

山古墳の中間の位置にほとんど削平された径25m程の円墳があり、 6世紀末の須恵器が採集され

ている。『筑 後将上軍談』に「石人ヨリニ丁余」とされる塚が、この古墳と考えられるものら しい。

欠塚古墳より西へ 2 km程のところに蔵数という集落がある。 この地域は 標高10mほどの低地に

突き出 した微高地で、 東野屋敷遺跡では弥生時代中期の 甕棺墓が調査されている。 筑 後北中学校

用地の森ノ木追跡では240軒以上の住居跡が調在されている。 住居跡が複合 した追跡で、 弥生時

代中期から古墳時代 後期にわたる集落で、 二つの広場を中心として、 集落群が構成され、 変遷を

たどることができる。 また、 この蔵数からは子持勾玉も発見されており、 欠塚古墳の時代でも 有

力な集落であったことがうかがわれる。
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分布地図遺跡名 一 覧

1 . 十連寺古墳 20 . 井原 口遺跡

2 . 十八銭亀遺跡 21 . 弘化谷古墳

3 .  瑞王寺古墳 22 . 神南無田古墳

4 .  田佛遺跡 23 . 岩戸山古墳

5 . 笠寺追跡 24 .  乗場古墳

6 .  蔵数遺跡群 25 . 善蔵塚古墳

7 . 蔵数東野屋敷遺跡 26 .  茶臼塚古墳

8 . 森ノ木遺跡 27 . 丸山塚古墳

9 . 長原山追跡 28 . 西中ノ沢遺跡

10 . 鯉の谷遺跡 2 9 . 坊野遺跡

11 . 石人山古墳 30 . 野 口遺跡

12 . 欠塚古墳 31 . 道節遺跡

13 . 前 津中ノ玉追跡 32 . 室岡山ノ上追跡

14 .  羽犬塚追跡 33 . 亀ノ甲遺跡

15 . 高江遺跡 34 .  北小路追跡

16 .  辻逍跡 35 . 岡山山古墳

17 . 若菜経塚遺跡 36 . 中里遺跡

18 . 坊田遺跡 37 . 深田遺跡

1 9 . 石塚寺跡 38 . 京田遺跡
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第2章 調査にいたる経過

視在、 筑後市では、 筑後市史の編さんが進行中であるが、 編さん委員会のおりに、 佐田は筑後

市内には古墳が少なく、 調行されたのは瑞E寺古瑣だけで、 内容的にとぼしいことを強調してい

た。 そして、 欠塚古墳は墳丘もすでになく、 石室もほとんどこわれているので、 投用も少なくて

調在できるので、 ぜひ確認調在をやらせてほしいという希望を出していた。 それに対して、 事務

局は社会教育課をはじめとする役所内での担当部局と討議を行って、 検討してみるということで

あった。

そうこうしているうちに、 欠塚古墳を含む12. 972 rrfが、 株式会社日本紙工に買収され、 工場用

地として利用されることになった。 そこで、 筑後市は貴重な古墳でもあり、 ぜひとも保存したい

という怠向で、 話し合いを進め、 会社側と折衝の木、 買上げ保存ということになり、 占ばしい成

果があがった。 しかし、 従来、 径30m程の円墳として知られていたために、 買収地域の選定に際

しても、 その範囲の設定の仕方、 会社側の土地利用の問題とのからみもあって、 調在によって確

定された前方後円墳の全域を保存することができなかったのは、 残念なことであった。

調在に際しては、 口火を切ったこともあり、 佐田へ依頼があり、 考慮の末、 筑後考古学研究会

の会員と一緒に発掘調在を行うことにした。 ほとんど破壊されているとはいえ、 保存されること

になったので、 周濠などの全面調介は差しひかえ、 古墳の内容を把握できる範囲でとどめること

にした。

調荘団の構成

調在担当者 佐賀大学教授 佐 田 茂

現地 主任 筑後考古学研究会 江 口 寿 高

調荏参加者 （筑後考古学研究会）

堤 諭 吉 松 永 辰 男

占 賀 正 美 有 田 正 吾

山 下 雄 藤 内 正
一

岩 越 幸 義 緒 方 恵 美

平 塚 あけみ 小 沢 太 郎

（奈良大学学生・現久留米市教育委員会）

-3-



筑 後市教育委具会（発掘調在時）

教 育 長 森 田 ）よ 之

社会教育課長

係長

同和 教育主査

社 会 教 育係

江里LJ

松 永

後 藤

松 尼

高）日良

光 延

木 本

充

盛四郎

秀 夫

恵美f

宜偲衣

久 幸（文化財担当）

敏 昭

永 見 秀 徳（文化財担当）

体育 係長 山 口 逸 郎

体 育 係 江 11 呂 勝

田 中 純 彦

発掘調介、 報告冑の作成については下記の方々に御協力をいただきま した。 記 して謝、意を中し

七げます。

佐々木隆彦（南筑 後教育事務所）、 川述昭人（甘木歴史資料館）、 赤崎敏男（八女r廿教育委員
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第3章 調 査の経 過

当初の予定では、 欠塚占招と工場用地となる周辺とは、 同じ時に発掘調査を行うことに してい

たが、 筑 後市教育委員会 社会教育課と佐田自身のスケジュ ー ルが合わず、 結局、 相前 後 して調査

を行うことに した。

調在は1 98 9年（平成元） 7 月17 日に開始された。 発掘現場の責任者には、 筑 後考古学研究会の

江 口寿高にたのみ、 それを筑 後考古学研究会の会員が応援する 体制をととのえた。

南筑 後教育弔務所の佐々木隆彦氏の予備調査において、 前方 後円墳の可能性も予想されていた

ので、 まず墳丘形態の確認に）Jを注ぐことに した。 墳丘はすでになくなっていたが、 径30mぐら

いの円墳であるとの波 多野暁三氏の 報告と考え合せて、 まず残存 している石室を中心と して、 東

西、 南北方向に幅 2 mで十字の トレンチを入れた。 その結果、 墳丘端部と周濠が明確になった

が、 盛七は全く消滅 していることが判明 した。 道路に近い南側部分は、 現在の地表面が低くなっ

ていることもあり、 痕跡をつかむことができなかった。 さらに1 トレンチと 2 トレンチの間に1

本と、 前）j 後円墳だとすれば、 くびれ部と考えられる部分に 2 個所 トレソチを入れて、 全 体の確

認を目ざ した。

西側くびれ部と思われるところで、 1 トレンチのところまで、 後円部の部分で 7 m、llO腐ほど

折れて6m、 さらに90 度東南に折れて3 .6mの石列を確認 した。 石列は常識的には奸石の 基 底部

となる部分であるが、 積み上げは残っておらず、 甚底の石と しては、 差 し込みも弱く、 炸石状に

上まで積み上げるには弱いような気もする。 90 度に折れた部分が墳丘の端で、 円墳に張り出 し部

分をもつ形態なのかとも考えたが、 前端の3 .6mのびる石列が終わり、 すぐに地山になるところ

からすれば、 造り出 しの部分とも考えられたが、 筑 後市が買ヒげた部分がここまでであったため

に、 前方部の調査は、 教育委員会 社会教育課にゆだねることに した。 1 98 9年（平成尤年） 9 月 か

らの調在で、 前方部の確認が行われ、 張り出 している部分が 造り出 しであることが判明 し、 築造

時の位樅に残っている奸石はなかったが、 前方部周濠内に荘石の残骸の塊石が 多く残っていたこ

とから、 本来は：作イ1もあったことが明らかになった。

ーカ、 東側のくびれ部と思 しき部分は、 わずかに段·落ちら しき部分がみられるが、 西側部分の

トレンチで確認 した墳丘端とは、 状況がちがって、 明確なものではなく、 評価に悩むところで

あったが、 調窪終了 後に図上復原 してみると、 くびれ部である可能性がきわめて強くなった。

内部構造については、 既に波 多野晩三氏の 報告で、 横穴式石室であることは判明 していたが、

報告の内容がわかりにくく、 さらに、 その時点より破壊は進んでおり、 全 体を知ることが困難で

あった。 茶畑のなかで、 ごみすて場のようになっていた石室の廃棄物を取りのぞくと、 思ってい
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たよりもはるかに悪い状態であ っ た。 残存していたのは、 北壁で基底部の板石5枚だけで、 3段

に租み重ねているのが一番よく残 っ ている程度であ っ た。 南壁は全く残っておらず、 北側袖石も

上半分はなくな っ ているが、 かろうじて残 っ ているのみである。 南側袖石は抜き跡を確認しただ

けである。 羨道部は全く痕跡を残しておらず、 状況をつかむことはできない。

ほぼ完璧に破壊されていたにもかかわらず、 周濠内から出土した円筒埴輪や須恵器によ っ て時

期をおさえることができるようにな っ たし、 前方後円墳であること、 石室の構造ものちに述べる

ように、 波多野氏報告と合せて、 ほぼつかめるようにな っ たことは成果としてあげられよう。
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第 4 章 調 査 の 内 容

1 . 墳 丘

盛土は完全 に な く な っ て お り 、 発掘調査 の 時 点 に は平坦 に な っ て い た。 買 上 げ保存地域を調査

対象に し て い た の で、 全面発掘 は や め 、 ト レ ン チ に よ る 調査 を 中 心に行 っ た。 保存 部 分 は 円 墳 で

あ る こ と を 前提 と し 、 前方後 円 墳 で あ る こ と を加味 し な が ら 設定 し た が、 業者側 も 道路 に 面 し た

と こ ろ を あ ま り 広 く と ら れ る と 、 用 地 と し て 用 を な さ な い の で こ ま る と い う こ と で、 妥協の産物

と し て 、 も し 前方 部 が含 ま れ な く て も や む な し と い う こ と に な り 、 前 方 部 の 前 半 分 は筑後市教育

委員会社会教育 課 に よ っ て 全面発掘 が な さ れた。

そ の結果、 前方部の 比較的短 い 前方 後 円 墳 で あ る こ と が判 明 し た が 、 後 円 部 後側 は 、 個 人 の 宅

地に な っ て お り 、 調査が で き な く て 、 古墳の 東側 は下が道路 に な り 、 の り 面 が あ り 、 現況では の

り 面の 方 に す こ し傾斜 し て い る た め に 、 墳丘端 部 を 明 確に と ら え る こ と が で き な か っ た。 想定 さ

れ る 周濠 も 道路 の 部 分 に な っ て し ま い 、 の り 面 で の 土層観察で も 、 築 造 当 時 の 地表面 よ り 下 で あ

る せ い か、 地 山 の 士壌を み る だ け で あ っ た。

そ う し た不確か な 部分 も あ る が、 前 方 後 円 墳 の 規 模 を み て み る と 、 墳丘全長が45 m 、 周濠を 含

め た全 長が推定58m と な る 。 後 円 部径が30 m 、 前方部幅が推定1 7 m 、 長 さ が 1 5 m と な る 。 周 濠 の

幅 は 前 方 部 で 4 "" 5 m 、 後 円 部西 側 で 6 m 、 北側 で 9 m と な り 、 前方 部がせ ま く 、 後 円 部 が す こ

し 広 く な る と い う 形態を と っ て い る 。 周濠は く びれ 部 分 で狭 く な ら ず、 変形 し た盾形を 呈す る と

考 え ら れ る 。

墳丘右側 （西側） に は 2 辺 が3 . 3 m X 6 m の 直角三角形の造 り 出 し を 付設 し て い る 。 左 側 （ 東

側） 部分 では確認す る こ と が で き な か っ た の で、 あ っ た の か 、 な か っ た の かはわか ら な い。 基底

部 に 1 0"'-'20cm ぐ ら い の 河原石 を 並べ て い る が 、 造 り 出 し 部分 だ け で な く 、 一 部後 円 部墳丘端部に

も 延 びて い る 。 墳丘端部の石列は地 山 の 上 に の っ て い る が 、 造 り 出 し 部 は 黒 色 火 山 灰 土 の 上 に

の っ て い る 。 後 円 部 の 墳丘端 の 削 り 落 し は造 り 出 し 部分の 内側 2 m 程 の と こ ろ ま で入 っ て お り 、

墳丘築造に際 し て の プ ラ ン の段階では、 通常 の 造 り 出 し を 持 た な い 前 方 後 円 形 を つ く り 、 そ の

後、 改 め て 造 り 出 し 部分 を 付設 し た も の と 考 え る こ と が で き よ う 。 た だ し 、 ど の段階で造 り 出 し

部分が付設 さ れ た の か を 考 え る 材料 は な い。

前方部 前 面 の 周 濠 の な か に は河原石が多 く 落 ち込ん で お り 、 打石に利用 さ れ て い た も の と 考 え

る こ と が で き る 。 造 り 出 し部分、 後 円 部 の 墳 丘端 の 一 部 に も 根石が残 っ て い る こ と か ら も そ れは

う か がわれ る 。
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2 .  内 部 構 造
石室はほとんどがこわされており、 無残な 姿で残っていた。 玄室 の北 壁が横に 5石と、 北 袖石

の 一部が残っている のみであった。 削平が ひどく掘り方も 完全になくなっており、 奥壁の石 の 抜

き跡と、 南 袖石 の 抜き跡を 検出 した のみである。

側 壁を構築する 際には、 石を 置く部 分をすこ し掘りく ぼめ、 そこに 黒っ ぽい 粘土 質 の土を 置

き、 側石を 固定 したら しく、 北 壁では側 壁 の石 の 下に認められる。 南 壁は石が残っておら ず、

黒っ ぽい 粘土 質 の土がすこ し残っている だけで、 それによって南側 壁 の位置を 想 定することがで

きる。

こ のように、 残 存状 態 の 悪いなかで、 石室 の 姿をみると、 玄室 の内 法で、長さ3 . lm、 幅が 奥で

2 . 05m、 中 央で2 . lm、 袖で l. 75m の大きさであると考える ことができる。 玄 門 の幅は0 . 65mぐら

いと考えられ、 羨道に 関 しては 痕跡を 全く残 していない ので 不明である。 こ の数 値は今 回 の調査

から 想 定 したも のであるが、 波 多野氏 報告では、 石室 長3 . 78m、 幅は 奥で2 . 1 m、 高 さ1 . 6 mと

なっており、石室長 の数 値がすこ し 異なっているが、 袖石 の幅を 加えると、3 . 3m程となり、 以前

は 羨道もすこ し残っていた のかも 知れない。

波 多野氏 の調査と今 回 の調査から石室 の構造を考えてみよう。 ま だ残 存状 態 のよかった 前 回 の

報告が大きな 手 縣りとなるが、 玄室は 奥壁 の 腰石には、 床面から0 . 8m の高さ の大きな 石を 使用

し、 そ の上に 5段程板石を積み上げ、 さらに そ の上に 比較的大きめ の石を 2 段内側にせり出させ

て積み上げていることが 想定される。 側 壁は 両壁とも 基底部分から0 . 4"'-'0 . 8m の 長さ の板石を 小

ロ 栢みに している。 前 回 の 報告でみる 限りでは、 下 のほうが 若干石が大きく、 上 の方がすこ し 小

さくなっている 煩向をみる ことができる。 袖 の部 分は 両方に 床面から 高さ1 . 35m の 袖石を 立て、

そ の上に 比較的大きな石を 2 段に内側にせり出させている。 そ の上に 天井石を のせているが、 天

井石は 2 枚である。（ 第1 9図）

側 璧 の 持送り の具合いはわからないが、 縦 断面でみると、 床面から l . 3 m 前 後 の 高 さまでは

まっすぐで、 そ の上 の2 段が 両方とも内側にせり出 し、 そ の上に 天 井が のるという 構造をみるこ

とができる。 こ の構造は八女市 の真 浄寺 2 号墳、 立山山 古墳群にみられる竪穴系横 口式 石室と 呼

ばれるも のと 同 様である。 総合すれば、 玄室 の 内 法は 長さ3 . lm、 幅が1 . 75"'-'2 . lm、 高さ1 . 6 m、

玄 門 の 幅0 . 65m の大きさということができよう。 羨道に ついては 全く 知る 材料がない。
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3 .  出 土 遺 物
須 恵 器 ① （第 5 図 、 PL . 5 , 6 ) 

有蓋高坪 C 1 · 2 ) と も に 青灰 色 を 呈 し 、 胎土 ・ 焼成 と も 良 好 で あ る 。 1 は脚 部 を 欠 損 し て

い る 。 杯底部 は上位 ま で 回 転 ヘ ラ 削 り を 施す。 受 け 部 は 水 平 に 整 え ら れ 、 立 ち 上 が り は 直 立気味

で先端は 平 ら で あ る 。 復原 口 径 1 0 . 0cm 、 受 け 部径 1 2 . 2cm を 測 る 。

2 は脚部に三角 形 の 透か し を 4 個 有 し 、 裾 部 の 肩 に は一条 の 沈線 が め ぐ る 。 受 け 部 は水平 で 、

立 ち 上 が り は直立気味で あ る 。 杯底部 は 回 転 ヘ ラ 削 り 、 そ の 他 は ヨ コ ナ デ 調 整 を 施す。 復原受け

部径 1 2 . 3cm 、 底径8 . 9cm を 測 る 。 石室周 辺 の 表土 か ら 出 土 し た も の で あ る 。

蓋 C 3 )  細 片 で 、 天 井部 は 回 転 ヘ ラ 削 り 、 そ の 他 は ヨ コ ナ デ調 整 で あ る 。 シ ャ ー プ な 稜 を 有

し 焼 成 は や や 軟質 で あ る 。

臆 C 4 · 5 ) と も に細 片 の 資料 で あ る 。 4 は肩 部 に 明 確 な 稜 が あ り 、 一 条 の 沈 線 を め ぐ ら せ

そ の 直 下 に 櫛 目 刺 突 文 を 施す。 焼成 は 良 好 で緑褐 色 の 自 然釉 が か か る 。 復原球状部径 は 1 0 . 6cm で

あ る 。

5 の 球状部は20cm 前後 と 思 わ れ る 。 肩 部 に は浅 い沈線が 一条 め ぐ り 、 そ の 直 下 に 波状文か。 器

面 は腐食が著 し い が 、 暗緑褐 色 の 自 然釉 が み ら れ る 。

壺 ( 6 · 7 ) 6 は 口 縁 の 細 片 で 、 口 唇 は肥厚 し ナ デ に よ る 沈 線 が 入 る 。 胎 土 ・ 焼 成 と も 良

好。 復原 口 径 は 9 cm を 測 る 。

7 の 外面は底部 ま で平行叩 き 文 を 施 し て い る 。 上 部 は 叩 き 文 を ナ デ に て 磨 り 消 し 。 内 面 は底部

を 強 い 指 ナ デ、 体部 は ヘ ラ 状工具 に て ナ デ て い る 。 青灰 色 を 呈 し 、 胎土 ・ 焼成 と も 良 好 で あ る 。

復原底径9 . 6cm を 測 る 。

甕 C 8 "' 1 0) す べ て 細 片 で 、 胎 土 ・ 焼成 と も 良 好。 外 面 は 平 行 叩 き 文 、 内 面 は 同 心 円 叩 き 文

で あ る 。 8 は平行叩 き 文 の ち 粗 く カ キ 目 調整。 淡青灰色 を 呈す。 9 は外面に 自 然釉 が 薄 く かか り

暗緑灰色 を 呈 し て い る 。 1 0 は か な り 大型 と 思 わ れ る 。 暗青灰色 を 呈 し 、 内 面 は 叩 き 文 を ヨ コ ナ デ

に て 磨 り 消 し て い る 。

横瓶 ( 1 1 ) 体 部 は 米俵形 を 呈 し 、 口 縁端部 を 欠損 し て い る 。 外面は平行叩 き 文 の ち ナ デ に て

部 分 的 に 磨 り 消 す。 色調 は暗青灰 色 で 、 胎 土 ・ 焼成 は 良好 で あ る が 、 作 り は全体的 に雑 で あ る 。

体 部 は 長 径22 . 0cm 、 短径 1 3 . 0cm を 測 る 。

- 1 1 -
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須 恵 器 実 測 図 ① ( 1/3) 
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須 恵 器 ② （第 6図、 PL. 6) 

器 台 0 2� 1 7) す べ て 細 片 で 、 施 さ れ て い る 波状文 は そ れ ぞ れ 異 な る 。 1 2 はや や 厚 手 で三角

形 の 透か し を 有す る 。 焼成 は 良好 で 、 外 面 に 黒緑色 の 自 然釉 が 湖 く か か る 。

1 3 は 器 面 の 腐食 が 著 し い 。 突帯 に は 櫛 目 刺 突 文 が み ら れ 、 三角 形 の 透 か し を 有す。 淡青灰 色 で

焼成 は 良 。

1 4 は 口 縁部 の 衰料 で 、 端部 が シ ャ ー プ に反転 し 一条 の 沈 線 が め ぐ る 。 灰茶褐 色 を 呈 し 胎 土 ・ 焼

成 と も 良好 で あ る 。 復原 口 径27 . 5cm を 測 る 。

1 5 は や や 厚 手 で 、 三角 形 の 透か し を 有す る 。

16は外面 が黒灰色 を 呈す。

1 7 は 横 方 向 の カ キ H の の ち 、 櫛 目 刺 突文 と 波状文 を 施 し 、 三角 形 の 透 か し を 有す る 。

/ I 

汀
げ
／

＇ ' ' ' I 

1 0cm 

゜
第 6 図 須 恵 器 実 測 図 ② C l/3) 
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須 恵 器 ③ （第 7 図 、 PL . 7 )  

口←＼
0 5 cm 1 8  

蓋 ( 1 8) 今 回 の 発掘調査 の 出 土 品 で は な い が 、 昭和28年 3

月 1 3 日 、 岡 山 村 「影塚」 古墳 出 士 と さ れ て い る 資料 で あ る 。 天

井 部 は 回 転 ヘ ラ 削 り で 、 他 は ヨ コ ナ デ調 整 を 施す。 口 縁端部は

やや外反 し 、 口 縁 内 傾 の 段 は シ ャ ー プ で あ る 。 外面 は風化 が著

第 7 図 須恵器実測 図 ③ (1/3) し い 。 口 径 1 1 . 6cm 、 器 高 5 . 4cm を 測 る 。

手 づ く ね土器 ・ 小札 ・ ガ ラ ス 丸玉 • 石 器 （第 8 図 、 PL . 7 )  

手 づ く ね ミ ニ チ ュ ア 土器 ( 1 9,.....,23) 19,.....,22 は 高 杯 で あ る 。 1 9 は ほ ぼ 完 形 で 、 淡 茶 褐 色 を 呈

し 、 細砂粒 を 多 く 含 む。 焼成 は や や 甘 い 。 20 · 2 1 は茶褐色を 呈 し 、 胎 土 ・ 焼成 と も 良 。 22 も 茶褐

色 を 呈 し 胎 土 は精選 さ れ て い る が 、 焼成 は や や 甘 い 。 23は椀 で 、 灰茶褐色 を 呈 し 胎 土 ・ 焼成 と も

に 良 い 。 20は 6Tr 、 他 は 2Tr 周 濠 か ら 出 土 し た も の で あ る 。

小札 (24,.....,29) す ぺ て 玄室 か ら 出 土 し た 。 完形 品 は な く 、 幅 は2 . 0"'2 . 3cm で 、 や や 湾 曲 す る

も の (24 · 25) と 疸線 的 な も の (26,.....,29) に 分 け ら れ る 。

ガ ラ ス 丸 玉 (30,.....,36) こ れ も す べ て 玄室か ら 出 土 し た 。 30,.....,34は径6 . 0'°"8 . 0m/m 、 厚 さ 4 . 5'°"

7 . 0m/m。 35 · 36は 小 粒 で 、 径4 . 0'°" 4 . 5m/m 、 厚 さ 2 . 5m/m で あ る 。 色 調 は30,.....,32が 明 る い 紺 色 に 細 し 、

白 線が走 る 。 33は 淡 い 水色 で 、 細 か な 気泡 が 入 る 。 34は 暗緑色 で細 い 白 線 が 入 る 。 35 · 36 は 明 る

い紺色 で あ る 。

石 器 (37) 黒 曜石 の 石鏃 で 、 完形品 で あ る 。

そ の 他 の 遺物 （第 9 図 、 PL. 8 )  

土錘 (38) 土 師 質 の 士 錘 で ほ ぼ完 形 で あ る 。 一 方 に 途 中 ま で の 穿孔 の あ と が み ら れ る 。 色 調

は 茶 褐 色 で 砂粒 を 多 く 含 み 、 焼成 は や や 甘 い 。 全長7 . 5cm 、 最大径3 . 2cm 、 重 さ 70 g で あ る 。

蔵 骨 器 (39 · 40) 土 師質 の 素焼 き 土器 （蒲池焼 ？ ） で 、 セ ッ ト で 出 士 し た 。 淡 赤 褐 色 を 星

し 、 焼成 は 良 好 で あ る 。 39は紐 の な い 蓋 で 、 天井径 1 3 . 2cm 、 n 径 1 4 . 3cm 、 器高2 . 3cm を 測 る 。 40の

ロ 縁端部は平坦面 を な す。 ま た 、 体部外 面 に 愚書 が み ら れ る 。 「l 径 は 1 2 . 0cm 、 底径 1 1 . 3cm 、 器 高

1 1 . 7cm を 測 る 。 3 ト レ ン チ で 出 土。

染付皿 (41 ) 胎 土 は 乳 白 色 、 畳 付 の 部 分 の み露胎 で 、 重ね焼 き の 砂 が付着 し て い る 。 高 台 裏

に 「 う ず福」 の 銘 あ り 。 復原 口 径 1 3 . 5cm 、 底径7 . 8cm 、 器 高 3 . 7cm を 測 る 。

土鍋 (42 · 43) と も に 口 縁 部 の 細 片 で 、 外 面 に ス ス が蒲 く 付着 し て い る 。

壺 (44) 細 片 で 、 表 面 に 丹塗 り の あ と が み え る 。

- 1 4 -
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第 9 固 そ の 他 の遺物実測図 (1/3)

埴 輪

普通 円 筒埴輪 • 朝顔形円筒埴輪 ・ 形象埴輪が出土した。

円 筒埴輪 （朝顔形を含む）

ロ 縁部が大 き く 外反するものと、 外反度は小さ く 直立気味のものがみられる。 口縁端部は、 平

坦なものと上 面をわずかに 凹ませるものがある。 突帯は刷毛 目 調整後に貼 り 付け てあ り 、 全体的

に小さ く 突出度もあま り 高 く な く 、 また形状も一定ではない。 全形に復原で きるものがなかった

ので、 全長 ・ 突 帯の数につい ては不明であるが、 朝顔形につい ては一点のみ、 筒部で 4条の突 帯

が確認で きた。 調整方法は、 大半は刷毛 目 調整であるが、 ナ デ調整のものが数点あった。

今 回出土した円筒埴輪は、 年代的にかな り の幅がみられる。 最下段突帯が ヨ コ ナ デ整形のもの

と、 指押さ えのみのものが混在し ているのである。 口縁部から底部までを接合出来たものは一個

体もなかったので一抹の不安はあるが、 この分類にさらに各聟料の刷毛 目 調整の方 向 ・ 胎土 ・ 焼

成等の観察結果を 加 味し て、 「 I 類」 と 「 Il 類」 に大別した。 年代的には 「 I 類」 の方が古い。 出

土祉は パ ソ コ ン テ ナ ー 11箱 分であるが、 4 : 6で 「 Il 類」 の方がやや多い。

- 1 6-



形 象 埴 輪

資料が 少ないので確 定はできないが 胎土 ・ 焼成 等から 「 I 類 」 に近いと思われる。 ただ し、 円

筒 埴輪より 若干細やかな 胎士のものもある。 出 土鯖は パ ン コ ン テ ナ ー 2 箱弱であるが、 大 半は
きぬがさ

蓋 一個体に復原されたので他の形 象埴輪は十数点の破 片 資料 しかない。

以下に、 I 類と Il類の 相違点 ・ 共通点を 述 べる。

⑥ 最 下段突帯の 整形

I 類 —ー •ヨ コ ナ デ整形

Il類 —ー ・ 指押さえの み

® その他の突帯の形状

］ 類 ―― •低い台形、 または上面が 凹んだ 台形。

• 突 出 した、 や や シ ャ ー プな台形。

•上向きの 三角形。

Il類 ―― • 崩れた台形。

• いびつな 浅い M字形。

⑥ 刷毛 目 調整（ 刷毛 目でなく、 ナ デ 調整を 施 したものも 「 l 類 」 と した）

l 類（上 半部の 資料）

•す べて 縦方向。

• ロ縁部を 縦で、 それ 以下は 横 方向。

•朝顔形の場合、 肩部は ナ デ調整で それ 以 下を 横方向の 刷毛 H。

（ 下半部の 資料）

•横方向で、 基底部の み横 ・ 縦の 組み合わせ。

Il類 —- ·す べて 斜め 方向（口縁内面も） であるが、 朝頻形については、 肩部を 斜め 方

向に 施 し、 その 下の段は突帯付近を横で、 真ん中を 斜め 方向と している。

⑥ 胎 土

I 類 ー • 砂粒を 多く含むが、 ナ テ調幣のもののなかに 精選されたものが みられる。

Il類 ―― • 砂粒は 少なく 良 好なものが 多い。

⑥ 焼成( I · Il類とも 黒斑は 認められない）

I 類 ー . I: 師質を 呈 し、 ほ ぼ良から 非常に 良 好なものが みられる。

- 1 7-



• 少 数 な が ら 、 ナ デ調 整 の も の に 焼成が非常 に 甘 い も の がみ ら れ る 。

Il 類―― • 非 常 に 甘 い も の と 、 須恵質を 呈す る も の と に 二 分 化 す る 。 た だ 、 須 恵 質 と

い っ て も 須恵器 の よ う な 堅緻な焼成の も の は ご く わず か で あ り 、 大半は須恵

質様 と 称 し た 方 が 妥 当 か と 思われ る 。

® 透孔 • す べ て 円 形 で、 各段に 2 個ず つ ほ ぼ直交す る 形 で穿つ。

• ほ と ん ど の 資料 は二段 目 よ り 穿孔 し て い る が 、 朝顔形 の 資料 （第 1 5図89) の

み三段 目 か ら 穿孔 し て い る 。

⑥ そ の 他

］ 類— • 体部 に 「 X 」 印 の ヘ ラ 記号 が あ る が 、 す べ て 横刷毛 目 の も の で あ る 。

• 縦刷毛 目 と 、 ナ デ調 整 の も の に 丹塗 り が み ら れ る 。

Il 類―― • 斜 め 刷毛 目 で 口 縁 が直行気味の も の に 、 釣 り 針状 の ヘ ラ 記号 あ り 。

• 顔料 は み ら れ な い 。

普通 円 筒埴輪 口 縁部 「 I 類」 （ 第 10図 、 PL . 9 ) 

l 類 は 更 に 調 整 方 法 の 違 い に よ り 刷 毛 目 調整 を I a 類 、 ナ デ調 整 を I b 類 と し た。

I a 類 (45,-._,51 ) 45は 口 縁端部 が 大 き く 外反す る 。 突 帯 は シ ャ ー プ な 台形状で、 高 さ 1 cm と

突 出 度 は 出 士 品 中 一番高 い 。 外 面 は縦方 向 の 刷毛 目 、 内 面 は 口 縁端部が横方 向 の 刷 毛 目 調整 でそ

の 下 は ナ デ調整 で あ る が 、 粘土紐巻上げ の 跡 が み ら れ る 。 色 調 は赤色顔料 の た め鮮や か な 赤褐 色

を 呈 し 、 胎士 ・ 焼成 と も 良好 で あ る 。 こ の タ イ プ の 出 士 は 、 こ の 一 個 体 の み で あ る 。 復 原 口 径

29 . 0cm を 測 る 。

46 · 47は 、 色 調 ・ 胎 士 ・ 焼成 ・ 刷毛 目 調整が共通 で あ る 。 と も に 暗茶褐 色 を 呈 し 、 胎土 ・ 焼成

も 良好 で 、 外面 は縦方 向 、 内 面 は 横 方 向 の 刷毛 目 調整 で あ る 。 46は 口 縁部 が 大 き く 外反 し 、 端部

は 内 湾気 味 で あ る 。 突 帯 は 浅 い M字形。 47はやや厚手 で あ る 。

48 · 49 も 色調 は茶褐色 で、 胎土 ・ 焼成 ・ 刷毛 目 調整は46 · 47 と お な じ で あ る 。

50 はI厚手 で 、 太 い 刷 毛 目 を 外面 は縦 に近 い 斜 め 方 向 、 内 面 は 横 方 向 に 施す。 暗茶褐色 を 呈 し 、

胎 士 は や や 粗 い が焼成 は 良 。

5 1 の 口 縁部は緩や か に 外反 し 、 突 帯 は 台 形状 を な す。 焼成不 良 の た め 器 面 は腐食 し て い る が 、

ロ 縁部 は縦方 向 、 そ の 下 の 段 は横 方 向 の 刷 毛 目 調整。 色 調 は淡赤褐色 を 呈 し 、 復原 口 径28 . 4cm を

測 る 。
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第 1 0図 普通 円 筒埴輪 口 縁部 「 I 類」 実測図 C l/6)

I b 類 ( 5 2 · 53) 5 2は口縁部が大 き く 開 き、 外面は縦方 向の ナ デで調整され、 口縁直下に低

い稜線がみられる。 明 赤褐色で焼成はや や 甘い。

53は 内 外面とも ナ デ調整で、 上向 きの三角 突帯を貼 り 付け、 やや小さい透か し 孔を 有する。 黄

褐色を呈 し、 胎土は 良好であるが焼成は非常に軟質。 復原口径は 26. 0cmを測る。

普通 円 筒埴輪 口 縁部 「 Il 類」 （第11図、 PL. 10) 

ここに挙げるものは、 器壁の色が灰色系 を 星する堅緻なものから黄色系を呈する軟質なものま

であるが、 すべ•て刷毛 目 は 内 外面とも斜 め 方 向で、 口縁部の 形 態が 直行気 味のものである。 ま

た、 釣 り 針状の ヘ ラ 記号がみられる ( 58 · 5 9 · 60 · 64)のもこの タ イ プに 限られる。 法鼠では ロ

径が 24cm 以 下の小形のもの ( 54 · 55)と、 25"-' 30cmのもの ( 56"-'64)がみられる。

54は須恵質に近 く 堅緻で、 胎土も ほ ぼ 良好である。 突帯はい びつな 台 形 状を 呈す。 復 原口 径

23. 6cmを測る。

55は口縁直下に沈線が一条 め ぐる。 黄茶褐色を 呈 し、 焼成は や や 甘い。 復原口 径 24. 0 cmを 測

る。

-19 -
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56 

第 1 1 図 普通 円 筒埴輪 口 縁部 「 Il 類」 実 測 図 ( 1/6)

56は須恵質に近 く 、 突帯は浅いM字形である。 灰褐色～ 赤 褐色を 呈し、 胎 土は 精 選 されてい
る。 復原口径27. 0cmを測る。

57も須恵質に近 く 、 やや厚手である。 刷毛 目 は 内 外而とも鮮 明で、 外面には板小口にたまった
粘土が器面についた 「粘土だま り 」 がみ られる。 淡赤褐色を呈し、 復原口径27. 0cmを測る。

58の突帯は低い 台形状を 呈す。 口縁直下には一 条の沈線が め ぐ り 、 色調は 橙 褐色で 焼成は 普
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20 cm ゜

底部 「 ］ 類 . Il 類」 実測 図 (1/6)

通。 復原 口 径26 . 0cm を 測 る 。

59 の 突帯 は浅 い M字形 を 呈 す 。 黄茶褐 色 を 星 し 、 砂粒多 く 焼成は軟質 で あ る 。 復原 口 径30 . 0cm

を 測 る 。

円 筒埴輪第 1 2 図

ロ 縁 は直 行 し て い る 。 胎 土 は精選 さ れ 色 調 は赤60は須恵質 に 近 く 、 浅 い M字形 の 突帯 を 有 し 、

や や楕 円 形 を 呈 し 、 長径26cm X 短径24cm を 測 る 。

6 1 · 62 は と も に 焼成 が や や 軟質 で あ る 。 61 は黄茶褐色を 呈 し 、 復原 口 径 は28 . 0cm と な る 。 62 は

赤茶褐 色 を 呈 し 、 復原 口 径25 . 0cm を 測 る 。

63は須恵質 に 近 く 、 突帯は浅 い M字形 で あ る 。 色調 は灰赤褐 色 を 呈す。

64は器面隊耗 の た め 刷 毛 目 調 整 は 不 明 瞭 で あ る 。 突 帯 は 低 い 台形状。 色 調 は 明 赤 褐 色 で 、 胎土

に 3 � 5 m/m の 砂 粒 を 多 く 含 み 、 焼成 は や や 軟質 で あ る 。 復原 口 径28 . 4cm を 測 る 。

褐色～灰褐 色 で あ る 。

（ 第 1 2 図 、 PL . 1 1 ) 底部 「 l 類 . Il 類」円 筒埴輪

円 筒埴輪 に は 、 最下段突帯 の 調整 が ヨ コ ナ デ整形 さ れ た も の と 、 指押 さ え の み の も の と 両 方 の

と 分類 し た こ と は す で に 述べた。 出 土 鯖 の 割合 は底部タ イ プが確認 さ れ 夫 々 を 「 I 類」 、 「 Il 類」

の み に つ い て い え ば Il 類 が 大半 を 占 め 、 最下 段突帯 が ヨ コ ナ デ で あ る と 確認 し 、 復原 し 得 た の は
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朝顔形 を 含 め て 2 点 だ っ た。

ま た 、 底部 の み で は 朝顔形 と

の 区別が難 し い が 、 朝顔形 の

頸部 と 接合可能 と 思われ る も

の も あ る 。

l 類 (65) 全体的 に や や い

びつ で上 半部 は楕 円 形 を 呈 す

と 思われ る 。 突 帯 は浅 いM字

形 で 、 突 出 度 は 1 cm弱 で あ る

が 出 土 品 の 中 で は 高 い 方 で あ

る 。 透孔は二段 目 よ り 穿つ。

刷毛 目 は 、 一段 目 は 上 半 を 横

方 向 の ち 下 半 を縦方 向 に 、 ニ

20 cm 

箇部 「 l 類 ， I 類」 実 測 図 ( 1/6)

゜
第 1 3図 円 筒埴輪

四

段 目 は残存部 は 少 な い が縦方

向 の 刷 毛 目 調整 が み ら れ る 。

暗茶褐 色 を 呈 し 、 胎士 ・ 焼成

と も 良 好。 復原底径22 . 0cm を 測 る 。

段 目 と 三段 目 は横方 向 に 、

66 · 67は 口 縁部 に 向 か っ て 大 き く 開 き 、 68 · 69は直行す る と 思われ る 。[] 類 (66"-'69)

66は最下段 以 外 の 突 帯 は ヨ コ ナ デ に て 整形 さ れ 、 い びつ な 台形状で突 出 度 は 低 い 。 刷毛 目 は 、

四段 目 は突帯直 上 の た め 横方 向
と 思われ る 。 内 部 は 強 い 指 ナ テ に て 仕上げ、 透孔 を 二段 目 よ り 穿つ。 淡茶褐色 を 呈 し 、 砂粒はや
や少 な く 焼成 は軟質 で あ る 。 復原底径 は 1 7 . 5cm を 測 る 。

67は 一段 目 よ り 緩や か に 開 く タ イ プ で あ る 。 斜め の刷毛 目 は細か く 、 内 部 は下 か ら 上方 向 に 強
い 指 ナ デ。 突帯は指押 さ え の ち 上 面 を 軽 く ナ デ て 平坦 に し て い る 。 黄茶褐色 を 呈 し 、 砂粒少 な く

焼成 も ほ ぼ 良好。 復原底径 1 7 . 0cm で あ る 。

68は淡茶褐色 で砂粒多 く 、 焼成 も 不 良。

一段 目 か ら 三段 目 は右下か ら 左 上 へ の 斜 め 方 向 に 施 し て い る が 、

と 接合可能 と 思われ る 。 刷毛 目 は斜め で 、 三段 目 は横方69は後述 の 朝顔形埴輪 （第 1 5 図 、 9 1 )

向 で あ る 。 橙褐色 を 呈 し 、 砂粒は少 な い が 、 焼成 はやや 甘 い 。 復原底径 1 9 . 0cm を 測 る 。
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20cm ゜
ロ 縁部 「 I 類 ・ 『 類」 実 測 図 ( 1/6)

（ 第 1 3図 、 PL. 1 2) 

£、

/
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ごi
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〗
朝顔形 円 筒埴輪第 1 4 図

筒部 「 ］ 類 . II 類」円 筒埴輪

上面がやや 凹 ん だ 台形 状 の 突 帯 を も ち 、 刷 毛 目 は突帯 の 下 は70 は細 片 で 、I a 類 (70�74)

上 は縦方 向 で あ る 。 茶褐色を 呈 し 、 胎 土 ・ 焼成 と も 良好 で あ る 。横 方 向 、

7 1 �73は 3 点 と も 外面 に 「 X 」 の ヘ ラ 記号 が み ら れ る 。 刷毛 目 は す べ て 横方 向 で、 色調 ・ 胎 土

タ イ プ と し て は第 1 2 図 の 65 と お な じ で あ る 。・ 焼成 も 同 じ で あ り 、

や や 厘 手 で 賠 茶 褐 色 を 呈74は 太 い 刷 毛 目 が鮮 明 で、 外面 に縦方 向 、 内 面 に は横方 向 に 施 す 。

し 、 外 面 に は赤色 の 化 粧 土 を 施 し て い る 。 第 1 0 図 の 50 と 同 一個体 と 思わ れ る 。

75 · 76は 、 内 ・ 外面 と も ナ デ調整で一 部丹塗 り あ り 。 胎 土 ・ 焼成 も 良好 で

あ る 。 75 の 突帯 は 上 面がやや 凹 ん だ 台形状で、 76に は ヘ ラ に よ る 線刻模様が施 さ れ て い る 。

77は 円 形 の 透 か し を 持 ち 、 内 面 は横方 向 の 刷毛 目 、 外面 は ナ デ調整で あ る 。 黄褐色 を 呈 し 、 焼

成 はやや軟質。

l b 類 (75'"'-'77)

須恵質 に近 く 、 突 帯 の 貼 り 付け 、 透孔 の 作 り と も に雑 で あ る 。 外面 は ヨ コ ナ デ 、

- 23 -

内 面 は ナ デ調整 で、 茶褐色～灰褐 色 を 呈す。

Il 類 (78)



朝顔形 円 筒埴輪 口 縁部 「 l 類 . II 類」 （ 第 1 4 図 、 PL . 1 2) 

I 類 (79.-....,33) 79 · 80 は後述 の も の （第 1 5 図 、 89) と 接合可能 と 思わ れ る 。 内 而 は ナ デ 、 外

面 は 縦方 向 の 刷 毛 目 調 整 で 、 色 調 は暗茶褐色を 呈 し 、 砂 粒 は 多 い が焼成 は ほ ぼ 良 好 で あ る 。 復原

ロ 径 は 、 79が46 . 2cm 、 80が48 . 0cm を 測 る 。

8 1 は 口 縁端部がや や 内 湾 気 味 に 開 き 、 上 面 は 水 平 に 整 え ら れ て い る 。 赤褐色 を 呈 し 焼成 は や や

甘 い 。

82 · 83 は 極細 片 の た め 朝顔形に 断定すべ き か ど う か。 外面は縦方 向 の 刷毛 目 で 、 内 面 は ナ デ の

ち ヘ ラ 描 き 模様 を 施す。 暗茶褐 色 を 呈 し 、 焼成 は や や 不 良。

[] 類 (84"-'88) 刷 毛 目 は す べ て 外 面 が 斜 め 方 向 、 内 面 は 横方 向 と 一 様 で あ る 。 84 · 85は須恵

質 を 呈 し 、 色 調 は 赤 褐 色 で 同 一個体 と も み え る 。 84 の 復原 口 径 は42 . 0cm を 測 る 。

86は焼成が悪 く 、 明橙褐色 で あ る 。

87 · 88は 口 縁端部 が 大 き く 外反 し て い る 。 と も に 色 調 は 明 赤 褐 色 で 、 胎 土 は 良 好 で あ る が焼成

は非常 に 悪 い 。 87 の 復原 口 径 は38cm前後 と 思 われ る 。

朝顔形 円 筒埴輪 筒部 「 I 類 . II 類」 （ 第 1 5 図 、 PL . 1 2) 

筒 部 の み の 資料 で は朝顔形 と 確定 で き る も の は少 な い が 、 実 数 は ま だ 多 い か と 思わ れ る 。 そ の

少 な い 中 に も 三つ の タ イ プ が み ら れ 、 各 l 点 を 図 示 し 得 た 。

I 類 (89 · 90) 89 の 破 片 の 大 部 分 は 、 墳丘造 り 出 し 部 よ り 横倒 し 状 態 で一括 出 士 し た も の で

あ り 、 頸 部 か ら 底部 ま で を 接合 出 来 た 唯一 の 資 料 で あ る 。 口 縁部 は 、 第 1 4 図 の 79か80 が 同 一個 体

と 思わ れ る 。 内 面 は ナ デ 、 外 面 は 横 方 向 の 刷毛 目 調整 で あ る が 、 一段 目 の 下 半 部 の 刷 毛 目 は縦方

向 で あ る 。 突 帯 は 、 突 出 度 は そ れ ほ ど 高 く な い が整 っ た 台形 状 を 呈 し 、 最下段 ま で ヨ コ ナ デ に て

整 え ら れ て い る 。 透孔は三段 目 と 四段 目 に 穿つ。 色 調 は 暗茶褐色 で 、 砂 粒 は やや 多 い が焼成 は 良

好 で あ る 。 底径22 . 3cm で 、 現存高57 . 7cm を 測 る 。

90は肩 部 が 直 線 的 で や や 長 く 、 刷毛 目 を ヨ コ ナ デ に て 磨 り 消 し て い る が 、 そ の 下 の 段 の 刷 毛 目

は縦方 向 で あ る 。 突 帯 は 上 面 が 凹 ん だ 台形 状 で 、 突 出 度 は 高 い 方 で あ る 。 明 赤褐 色 を 呈 し 、 胎土

・ 焼成 は ほ ぼ 良。 第 1 4図 の 8 1 と 同 じ タ イ プ で あ る 。

[] 類 (91 ) 筒 部 が 値 行 し て い る 。 粗 い 刷 毛 目 を 肩 部 は斜 め に 、 そ の 下 の 段 は 斜 め 方 向 の ち に

突帯近 く を 横 方 向 に 施 し て い る 。 頸 部 の 突帯 は三角 形 を 呈 し 、 筒 部 の 突帯 は い びつ な 台 形状 で あ

る 。 色 調 は橙褐色で焼成 は や や 甘 い 。 こ れ と 同 じ タ イ プ は 、 径 の 若 干 異 な る も の が 2 、 3 片 出 土

し て い る 。
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形象埴輪 蓋 （ 第16

図、 PL.13) 

92 前方部周濠出土

品で、 四炭が 別作り タ

イ プのものである。 頸

部に 貼付け突帯がめぐ

るが、 剥離 している。

また円筒状の 基底部に

は、 や や小さい円形の

透孔を 2 個穿つ。 す べ

て ナ デ調整で、 基底 部

は板状 工具で ケ ズリに

近い ナ デを 施し、 内面
゜ 20cm 

第 1 5 図 朝顔形 円 筒埴輪 筒部 「 I 類 . IT 類」 実 測 図 (1/6)

-25 -

や 笠 部の裏側の ナ デは

強く、 指頭圧痕が 鮮明

である。 笠部の表面は特に 丁寧に 仕上げ、 沈線にて 放射状の文 様を 施す。 内面には粘土紐巻上げ

の 痕跡が 鮮明に残る。 色調は 淡茶褐色で 砂粒 多く、 焼成は 普通である。 底径16 . 0 cm、 器 高3 7 . 1

cm、 復原 笠 部径46 .0 cmを 測る。

そ の 他 の 形 象 埴輪 （ 第17図、 PL.14) 

93 · 94は蓋の 受け 部と 笠部の 細片であるが、 胎土 ・ 焼成 等 前 述の 資料とおなじである。

95は家形埴輪である。 両端は面 取りされているが、 窓と出入り口を現すものであろう。 外面は

細かい 刷毛目、 内面は強い 指 ナ デ調整を 施す。 砂粒は少ないが 焼成は や や 甘い。

9 5,.....,9 3は 不明 品。 97 · 98は、 粗い 斜め方 向の 刷毛目のちに低い突帯を 貼り付けている。 淡茶褐

色を 呈 し、 砂粒多く 焼成も 良くない。 98の復原口径は32 . 0 cmを 測る。

99 ,-.._, 102は片面あるいは両面に線 刻文 様がみられる。 す べて 淡茶褐色を 呈 し、 砂粒は少なく、 焼

成は やや軟質である。 100は 両面に線 刻文 様があり、蓋の 四質ではないかと 思われる。 101は竹管

押圧と ヘラ 描きの 組み合わせになっている。

103 ,...._,  107は不明なものもあるが、 動物 その他の 脚部と して 挙げている。
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蓋 実測 図 ( 1 /6)形象埴輪第 1 6 図

1 08"'-' 1 1 4は底部 の 資 料 で 、 す べ て ナ デ調 整 で あ る 。 胎 土 も 良 好 で 、 焼成 は 1 12がやや軟質、 1 1 3

が須恵質 を 星す る 他 は 、 ほ ほ 良 好 で あ る 。
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4 .  小 結

残存状態 の 悪 い 古墳で は あ っ た が 、 八女古墳群 の な か に 、 も う ひ と つ 前方後円墳を加え る こ と

に な っ た の は大 き な成果 と い え る 。

墳 丘 の み の 全長45 m 、 周濠を含め た全長58 m 、 後 円 部径30 m 、 前方 部幅 17m 、 前方部長 15m の 前

方 後 円 墳で あ る 。 西側 く びれ部に は 2 辺が3 . 3m 、 6 m の 直角三角形の造 り 出 し を も っ て い る 。

古墳の東半分では、 判断 で き る 痕跡を と ど め て お ら ず 、 全貌をつかむ こ と は で き な い が、 小規

模 な が ら 造 り 出 し を も つ前方後円墳で あ る こ と が 明 ら か に な っ た。 八 女古墳群 で造 り 出 し を も つ

の は、 す ぐ近 く に あ る 石人 山 古墳で あ る 。 石 人 山 古墳では北側 の造 り 出 し は現在で も は っ き り と

み る こ と が で き る が、 南側の造 り 出 し は流れて し ま っ た の か 、 わずかに盛 り 上が っ て い る よ う に

も 見 え る が、 現況では何 も い え な い よ う な 感 じ で あ る 。 た だ 、 墳丘上での須恵器の採集は、 こ の

南側造 り 出 し と 想定 さ れ る 部分 に集 中 し て い る と こ ろ か ら 、 本 来 造 り 出 し が あ っ た 可能 性 は 高

し 、゜

石人山古墳 と 欠塚古墳は、 時期的に は連続 し な い が、 造 り 出 し を も つ と い う 共通性を も ち 、 近

接 し て い る と い う 地理的な関連か ら も 、 系統的に 同族関係を有 し て い た こ と が十分考 え ら れ る 。

石室は波多野氏報告 の 内容 と 合せ て 、 第 1 9図 の よ う な構 造 を 想定 し た が 、 八 女 市 の 本 6 号 墳

（真浄寺 2 号墳） の 石室 と 同 じ形態 を 考 え る こ と が で き る 。 羨道部の痕跡が全 く な い の で、 何 と

も い え な い が、 厳密な意味で、 竪穴系横 1, 式石室 の 可能性が強い。

出 土遺物は報告 に あ る よ う に 、 波多野氏調査 の 分 を 含 め て も 、 非常に と ぼ し い も の で あ る 。 時

期 を 決め る も の に は、 須恵器 と 埴輪があ る が 、 須恵器は 田 辺 昭 三 編 年 で 、 M T 23 と 類似 し て お

り 、 5 世紀後半か ら 末頃 を 考 え る こ と が で き ょ う 。 円筒埴輪に は 2 種が あ り 、 従来の編年では、

明確に時期差を示 し て い る 。 本 6 号墳 （真浄寺 2 号墳） に類似す る 突帯を も つ も の と 、 く ずれた

形の突帯を も つ も の で あ る 。 5 世紀代の埴輪 と 6 世紀代の埴輪は簡単 に 見 分 け の つ く も の で 、 分

離す る こ と は 可能 で あ る が、 同 時 に 出 士 し て お り 、 出 土状況か ら は 区別 で き な い。 あ き ら か に新

旧 を 有す る 円 筒埴輪の 出 土例は、 久留米市善迎寺の木塚古墳に も み ら れ る 。 残存なが ら 、 こ の 古

墳 も 瑣丘を う し な っ て お り 、 埴輪の位監な ど に つ い て は知 る こ と がで き な い。 内 部構造が横穴式

石室で あ る こ と か ら 、 追葬は容易 に 考 え ら れ る が、 そ の 時の も の な の か も 分か ら な い し 、 何 と も

い え な い が、 時間的な幅 を も っ て 、 こ の 古墳が利用 さ れ て い た 可能性 も な い と は い え な い 。 占 い

方 の 円筒埴輪は須恵器 と 同 じ時期にす る こ と がで き る が、 新 し い方 の埴輪は、 6 世紀中菓以降に

近い 頃 の形態を示 し て い る 。
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頬似 し た 古墳 に 甘木市 の 小 田 茶 臼 塚古墳 が あ る 。 前方部が比較 的短 く 、 前方 部 の 幅 と 後 円 部 の

径 の 比率 が0 . 625 と な り 、 欠塚古墳 の 0 . 6 に 近 い 。 内 部構 造 の 横穴式石室は割石小 口 積み で 、 構造

的 に も 欠塚 古墳 と は す こ し 違 っ て い る よ う だ が 、 近 い 時 期 を 考 え る こ と が で き る 。

八女丘陵上 の 前方 後 円 墳 で 、 石 人 山 古墳 と 岩戸 山 古墳 の 間 は 空 白 に な っ て い る が 、 そ の 間 を こ

の 欠塚古墳が埋 め る こ と に な っ た 。 墳丘 も 石 人 山 古墳 で は 、 後 円 部 の み に 周 濠 、 周 堤 が め ぐ り 、

造 り 出 し を も ち 、 欠塚古墳 で は 、 全 体 に 周 濠 が め ぐ り 、 造 り 出 し を も ち 、 岩 戸 山 古墳で全体 に 周

濠 、 周 堤 が め ぐ り 、 別 区 を も つ と い う よ う に 、 順次変化 し て い る 様 を み る こ と が で き る 。 そ の 性

格 に つ い て は 、 後 草 で の ぺ る が 、 非 常 に 重 要 な位置 を 占 め る も の で あ る こ と は ま ち が い な い 。

筑後 市 は 地形 的 に 、 低地を 中 心 と し て お り 、 集落 の 調査 は 多 い が 、 古墳 の 数 は少 な い 。 そ う し

た な か で 、 既知 の 古墳 と は い え 、 こ の 欠塚古墳が保存 さ れ る こ と に な っ た の は 喜 ば し い こ と で あ

る 。 大部分 が破壊 さ れ て し ま っ て お り 、 形 状 を も と に戻す こ と も 非常 に むずか し い が 、 筑後市 当

局 に お い て 、 整備 計 画 が進行 中 で あ り 、 将来、 文化財 と し て の 活用 を め ざ し て い る 。
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第 5 章 欠塚古墳についての記録

欠塚古墳の発掘調査は 今 回がはじめてではなく、 1 950 年代に福岡学 芸大学 （現福岡教育大学）

の 波 多野暁三氏によって発掘調査が行われ、 「鹿毛塚古墳」 （ 『筑 紫史論』 第 3 輯1 975年） と して 報

告されている。 もとより、 今とは発掘 技術も 異なり、 内容を 理解できないと ころもあるが、 今ほ

どには 壊されていなくて、 或る程 度の内容を知る ことができるので、 以下に 報告の内容を 掲載 し

ておこう。

鹿 毛 塚 古 墳

( 1 )  所在地 と 発見 の 動機
該古墳の 所在地は 八女 郡岡山 村西 原部落の南端で、 部落はずれの同部落より 羽犬塚 及び岡山村

室岡にいたる 二村道の分 岐点の西側に在り、 径 約25m 高さ 約6 mの円丘で、 里人の 話では、 もと

の 頂点は東 寄りで、 西 寄りは やや平坦をな し、 宛も 前方 後円状の 高低をな していたと。 5月 上 旬

より西 原 ～室岡 間の村道 改修工 事のため、 此の古墳の 封土を 切崩 し作業中、 中 央から西 寄りの地

点に石室を発見され、 偶々 羽犬塚町 居住の 郷土史家 池田氏の知る 所となり、 直ちに 県当 局に連 絡

し工 事の中 止、 古墳の 原形 保存に 尽 力される 所があったが、 既に 後 述の 如く 一部は 破壊されたあ

とで、 又好奇心より可成りの 撹乱もみうけられ、 猶その 一部は 危く 破壊をま ぬがれ 得ているの

で、 その 限りの状況を調査 した。

( 2 )  外形及 び封土 の 現状
前 記工 事のため 封土の三分の 二は 切り取られたため 外形は知る こと が出 来ないが、 周囲を 取巻

＜ 里道と それに 沿う数 本の 桜木によって、 切り取られた部分の大方の 想 像が 可能で、 道と 封土残

部の 問に掘られた 濶があるが、 周溝かどうか明らかでない。 此の状況で 復元すれ ば東西33m、 南

北2 9mの やや楕円形の 外観を 呈 したと考えられる。

池田氏は側面図で 前方 後円墳を 描かれた 参考図を 示されたが、 今残された 封土の現状からは、

にわかに 之が 前方部と 断定出 来ないようである。 此の部分は 竹 その他の 雑木に 覆われ、 最 裔部は

2 . 5mあってもとは小 祠がま つってあった位置であり、 その 直 下に石室がある。

此の石室の北側では 殆ど 羨道北 壁に 沿うて （石 壁は 露星 しない） 切取りが 進められているが、

南側では石 壁中 央より 羨道 寄りの部分はなお 封土に つ つまれていて、 後 記するように 此の古墳の

封土構築に 貴重な 資料を 呈 示 している。
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( 3 ) 石 室 の 構 造
第1 8図に示す様に、 側墜は 粘板岩の最長80cmのも のか ら 40�50cmのものを石室 の長 さ に横積み

に積み上 げ 、 羨 門 、 天 井 、 奥壁は粘板岩及 び安 山 岩の 1 枚 （ 天 井 は 4 枚） 石を使用 して い る 。 詳

細 は 明 ら かで な い が 、 以 前に此の石室 のことは知 ら れて い なか っ た よ う で 、 今度の工 事で 始 め て

その存 在 が 明 ら かにな っ た。 従 っ て最近 この石室 に入る ことな ど は なか っ た訳 だ が 、 石室 発 見の

時既に北壁の一部は崩 れ 穴 が あ いて いたと云 う 。 前 部とも 後部とも 言 い その位置は 不 明 で あ る 。

天 井石の前 方か ら 2 枚が崩れ込ん で い る のとは 、 関係 が な い 。 副葬品 が後述する 様に僅少で あ る

ことか ら す れ ば 、 相 当 以 前に盗掘の厄にあ っ た ものと考 え ら れる 。

今度の工事で 北壁面は石室 中 央 よ り 前部は下か ら 5 段 位 を 残 し 、 後 半 は 全部を 取 壊 さ れ て し

ま っ て いる 。 奥壁は原 位置で押倒 さ れて い る し、 天井石の 1 枚 は は ぎとら れて 5 m 位 移動 さ れ 、

然 も 二つに割 ら れて い る 。 残 さ れた南壁は殆 ど 原 型 を 保つ ごとく 又 他の天 井石は崩壊 を 防 ぐため

に松の木で 支柱が立て ら れて い る 。

石室 の平 面 は 奥壁の移動で 完 全 を 期 し難 い が3 . 78mの奥行で 幅 は 2 m内外 、 高 さ 1 . 6 mで ある 。

割 合に小形の石室 で あ る が 、 石室 の後半部は 可成 り 破壊 さ れて いた ら しく 、 南壁面を 図示 した様

に後半が傾斜 を 示 して いて 、 この傾斜 な り に取除かれた天 井石は お か れ て い たと工 事関係 者 も

言 っ て いる 。 この様に奥壁に近く な る ほ ど 天 井の低下する 古墳例 は きかな い 。 仮に此の壁 面 は 崩

壊 したので あ っ て在来の石室と同形で あ っ たとみると、 実測図の様に奥壁が 幅2. l m 高 さ 0 . 8m で

あ る ため石室 の高 さ 1 . 6 m な る ためには今 l 枚の同形の石を 必要とする が該 当 す る 石は な い 。 此

の南壁面の頌斜 した部分の長 さ2. 3mとし て 、 取除かれた天井石の1 . 6 m 奥壁0 . 8 m は 別の石の必

要 を 考 え さ せ な い 。 ただ こ の際 残 さ れた天井石と奥壁と取除かれた石が どのよ う な関係にあ っ た

か構造 上の復原 が 出来 な いのが遺憾で あ る 。 が 、 とにかく 里 人の言 う よ う に、 こ のま ま を 原形と

す れ ば特例とも 云 う べ き 特 異 な 構造 を も っ て いると言 う ことにな る 。

天 井前部は 幅0 . 4 m 位の石2枚 を 斜に組 ん で 更にその上に 1 . 65 mの石をのせ て い る 。 前 二 者 は

南壁 よ り ず り 落 ちて石室内に 崩 入 っ た封土で 支 え ら れて い る 。 恐 ら く 古く か ら 此の様 な 状 態 に

な っ て いたので 最近の工事には関係 あ る ま い 。 北側 羨 門 石は 幅0 . 8 m 高 さ 1 . 35 mの粘 板 岩 で 南 側

羨 門石 も 之と同形のも のだ が土に埋れて い る 。 羨 門 も 赤 士に埋 り 羨道内の事情 は 明 ら かで な い 。

中 央の天井石は安 山 岩で 他は総て 粘板岩 を 用 い 、 壁面 は朱で彩色 さ れて い る 。 床面 も 朱で 彩 ら

れる ほか特別 な 様 式 は な い 。
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( 4 ) 遺 物

石室発見と 共に内部を 好奇心から 掻乱され ていたため、 調査にあたっ ても中 央部より 奥は 床面

の発見も 困難であった。 併 し 床 面より0 . 5m位掻乱されたままになお土が取残され ていたので 包

含 遣物を発見するため注 意 した結果 丸玉1 個と 鉄 片 9 個を発見 した。 前半部よりは大 体 床面に近

い 高さから 鉄 片、玉 類及び土器 片数点を発見 した。図中 崩土をなお残すが 之を取 除けば、 天 井石を

陥落するため 止むなく中 止 した。 此の部分には 尚遺物を発見 出 来ると思うので他 日を期 し度い。

（イ） 玉 類

滑石 製の 管玉 2 個と ガラス製の小玉（ 又は 棗玉） 12個を 蒐集する。 管玉の1 個は石 室のほ ぼ中

央部で 鉄 片、 小玉 lと 共に 出土 し、 他の 1 個は 出土の位置 不明、 小玉12個中のうち 7 個は 石室内

より、 残1 個と他に 4個（ 山口氏採集） の 5個は 出 土位置 不明である。 12個中 6 個は径 6 mmを 越

え、 他の 6 個は 3 ""'5 m mのもの。 色は 浅胄1 個他は 瑠璃色である。

（口） 金 屈 片

桂 甲と思われる20個の 鉄 片、 8 個の 鏃柄（ 鏃） 鉄鏃5、 鉄環の破 片と思われるもの 4、 その他

異形 の 鉄 片 6 、 そ の 一々は 第18図に実物大のものを 示 した。 桂 甲と思われるもの20個のうち 5

は、 その縁 片に 1 乃 至2 の小 穴をもつ、 厚さ0 . 2 cm "-'0 . 4cm、 鏃柄（ 鏃） のうち 2 本は 木質が 附着

し ている。 鉄鏃5のうち 3 もまた 矢軸の 木質が 附着 し ている。 鏃 先は図 示するように小形のもの

は 菱形で、 大形のものは 三角 形である。

図 7 の10は 刀 子に 異物が 附着せるものかと思われるが 不明 同図右側の10図は 鏃柄に 鉄錆が 盛り

上がっ ているものか、 先端が 球状に作られ ていることは他の 鉄 片と 異なっ ている。 13は図 示せる

如く内部が空 桐をな し ている。 1 9は側面 圏に明らかな ごとく 留め 金と思うが25は 不明、 4、 8 、

31は 夫々 扁平な 紐状を 呈 し、 31は環状に図 示 したが 必ず しも 同 一物の 2 片とは思えない。 8 図に

注記 したように 僅かに 金箔の残っ ていることか らすれば、 此等のものは 総 て 渡金され ていたもの

のように思われる。（注 • この部分は 凶 面が 不正確なために 番号は 対応 しない。 ）

（ハ） 土 器

石 室内より埴輪 片 2 個と土 師器 片 3 個が 出土 した。 此 ？の小 片は図表 5に 示す 床面に近く発見

されたので、 此の 石 室に副葬されたものかと思われるが、 余りにも小 片であるため 断定 的には 言

えない。 尚埴輪は 封土 切取作業中に 出土 したようであるが 完形 品はなく、 大部分は 村道構築に 運

び 去られ、 数 片が岡 山校に 保管され ていると 云う。 また 完形土器（ 不明 ） 1 個は水田 村研究会員

が 保管 し ていると 云う。
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( 5 ) 封 土

第 18図に示した様に 封土が切 り 取られ、 石室の両面に断面が残されたことは、 此の古墳の封土

構造を 考 える上に好賓料を提供した。 同 図中⑤◎線はこの 断面の一部を示すが、 此の部分を 第 8

圏に詳記した。 図中＠～＠線は 水平線で之に ほ ぼ垂直に①及（ハ）を 求 めた。 此 ？ 諸点を含む®面は

石室の 南壁の外側の面®と 14( 5)0度の ひら きをなしている。

図示したのは石室の端から 4 m ばか り であるが＠のあた り から先は 弯 曲 している。 封士の上部

は厚い赤土層で、 その下に真黒い腐蝕土層が ほ ぼ水平にあ り 、 石室に近づ く につれ上端が階段状

に上向し、 （口）点に 1、 3つに別れ、 その間に層土及赤土を挟 んで石室に達している。 此の 3つに

別れた黒い層の上辺は何れも階段状を呈している。 層 士とは赤士と黒土が交互に層 状にあらわれ

た部 分を 意味し、 点々で示した部分は暗灰色の土を、 また下部の斜線は切取 り 工事で掻乱された

上壊を示す。

図に表われた様に此の封土の 断面は石室の 周 辺 4 m ばか り は 封 土が 水平 層 で 構成 されていな

い。 尤も北壁側では既に封土が除去されているので此の面だけで即 断することは如 何かと思 う が

少な く とも 南壁側 断面ではこのことが云 える。 これは石室の構築にあたって全体的に 封土を積み

上げて行 く 代 わ り に、 必要な部 分にのみ封士を積 んで行 う と 云 う 手法が取られた事を表している

と 云 えよ う 。 黒士層の上面が何 故階段状をなしているかは不 明である。

( 6 ) 結 語

この報告を終わるにあたって 問題をまと めると次の 2点になる。

® 石室の後部で天井が急角度で低下しているのは何故か。

® 封土の水平層でな く 石室 周 辺で必要に応 じた部 分積を行っていること。 その技法及意味、 時

期の 問題。

@® 共に余 り 先例を きかない。 殊に®については封土の断面が見られる機会が余 り ないた めに

その例はあるにしても記録されることがす く ないと考 えられ、 今度の様な偶然の機会を掴む以外

に容易に その例を 求 めることは 困 難であると言わねばならない。 従って此処で直 ちに此の問題を

速断することは避け、 斯る事例のあることを示し、 各位の御教示を侯つことにする。
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第 6 章 出 土 した円 筒埴輪について

完形品で 出土 した も のは 1 点 も な

い が 、 推定復原に よ っ て 、 い く つか

のパ タ ー ンを 考 え る ことがで きる 。

このなかには 、 焼成 、 胎土、 色 調な

どに よ っ て 、 同 一 個 体と考 えて も よ

い よ う な も のと、 実際 は 異 な っ て い

る が 、 図上復原でつく り あ げて い る

ものとが あ る 。 出土 した絶対贔 が 少

な いために、 可能性 も 含 め て 考 え て

い る ためで あ る 。

1 . 朝顔形 円 筒埴輪
1 . (第21図） 焼 成 、 色 調、 胎

土な どか ら 、 同 一 個 体として も よ い

と考 え ら れ る も ので あ る 。 口 径

47 . 8cm 、 底径 20. 2cm 、 高 さ 68cm 、 箇

部の最 大 径 27 . 5cm ほ ど に復 原 で き

る 。

筒部は 5 段で 、 外にひ ろ がる 口頸

部は 途 中 に突 帯 が 1 条 め ぐ っ て い

る 。 突 帯 は い ず れ も 中 く ぼみの台形

状 を 呈 して い る 。

外面 は 最 下段 を 縦 ハ ケ でととのえ

た後に、 横 ハ ケ で仕 上 げて い る のを 除け ば、 筒部は 横 ハ ケ で 仕 上 げて いる 。 口頸部は 斜 め ハ ケ で

/� 
' '  ！ ヽ

20cm 

゜
第21 固 復原 円 筒埴輪実測 図 ① C l/6) 

仕 上 げて い る 。 肩の部分は ナ デで 仕 上 げて いる が 、 ヘ ラ ナ デのよ う な感 じで あ る 。

内面の筒部は 指 ナ デで あ る が 、 屑のとこ ろ は 横方 向 、 それ 以 下 は 斜 め 方 向で ある 。 口頸部内 面

は外面と同 じ く 斜 め ハ ケ 仕 上 げで あ る 。

2 . C第22図 2 ) 焼 成 、 色 調、 胎土 な ど は 1と同 じ で 、 こ れ も 同 一偕 体の可能性 を 示 す が 、

朝顔形にひ ら く 口頸部が 突 帯のとこ ろ で 、 頌き を 変 え て い る 。 口径 41. 4cm 、 底 径 20 . 2cm 、 高 さ
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68. 2cm、 筒部の最大径 2 7. 5cm ほ どに復原で きる。 箇部は 1と 同 じものである。

3 . (第2 2図 3) 筒部 だけで、 組合せてよさそ う な l―l 頸部は見当らない。 筒部も ヒ ドは分れ

て いるが、 焼成、 色調、 胎 士は 同 じである。 筒部は上 ドともに ほ と ん ど 同 じで、 頸のところが狭

く なっている。

突 帯は最下段を 除 き、 ーカがすこし低 く なった中 く ぼみの 台形を甚本としてお り 、 最下段突帯

は指おさ えのま と である。 仕上げの ハ ケ 目は斜 めであるが、 一部 横 ハ ケ のところもある。 1 . 2 

とは大 き さも ちが う が、 最 下段突帯の格好が全 く 違ってお り 、 突帝も低 く 、 仕 上げの ハ ケ 11 も沢

なっている。 筒部の高 さ 48cm、 底径 17. 5cm、 筒部の最大径 2 1. 3cm ぐらいの大 き さである。

2 . 円 筒 埴 輪
4 .  (第2 2図 4) 焼成、 色調、 胎 上な どから 同 一個 体としてもよいのではと考 えられる。 「l

径 33cm、 底径 2 1. 7cm、 高さ 5 1. 8cm ぐらいになると思われる。

5段の円筒埴輪になるものと考 えられ、 突帯はM字形に近いもので、 比較的張 り 出している。

外面の最下段は、 1 . 2 と 同 じ く 縦 ハ ケのあと、 横 ハ ケで仕上げている。 下 3段は 横 ハ ケ、 上 2

段は縦 ハ ケによる仕上げで、 内 面は横 ナ デによる仕 ヒげである。

5 . (第2 2図 5) 口径 2 7. 5cm、 底径 17. 5cm、 高さ 5 2. 5cm ぐらいの口縁の 開かない円筒埴輪に

なる。 5段の円筒形で、 なかの 3段に円孔があけられている。 突帯は最 F段が貼付けの際に指で

おさえただけで、 上の 3段は指なでで器体との接合をしている。

器体の 調整は、 外 面は斜め方向の ハ ケで仕 卜げ、 底部の上に埋 める部 分を 指なでで仕上げてい

る。 内面は口縁から 13cm ぐらいまでのところ は、 外面と 同 じ ハ ケ 日 仕 ヒげで、 それよ り 下は指な

でによる仕上げであるが、 底部 へ行 く ほ ど 強 く 指なでの跡が残っている。

6 . (第2 2図 6) 口径 25. 6cm、 底径 17. 5cm、 商 さ 5 2. 5cm ぐらいの円筒埴輪になる。 下半部は

5と 同 じものである。 つ く り 方は 5と全 く 同 様であるが、 最上段の突帯が台形ではあるが、 すこ

し 甘 く なっている。

器体は上 半部が丁寧に つ く られ、 下 半部が雑になる煩 向がみられる。

資料的な制約もあ り 、 十分とはい えないが、 図 ヒ復原した円筒埴輪を含めて、 二、 三の問題に

ついて考 えてみよ う 。

出土した埴輪を従来の編年でみると、 明らかに 新 旧 二つの 時 期のものがみられる。 朝 顔 形の
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l 、 2 、 円 筒 形 の 4 は 突 帯 の 格 好 、 内 外 面 の 調整技法か ら み て 、 同 一 の 時期 と し て よ い だ ろ う 。

出 士埴輪の な か で は 占 く 、 出 土 し て い る 須恵器 と も 同 じ 時 期 の も の と し て よ い 。

朝顔形 の 3 は 、 円 筒 部 分 の 上 半部 と 下 半 部 が 、 焼成 、 胎上な ど 一致 し て い る の で、 同 一個体 と

し て よ い も の で あ る 。 最 下段 の 突帯 を 除 い て は 、 中 く ぼ み の 台形状 を 呈 し て 、 欠塚 占墳 の も の で

は新 し い 形 式 の も の で あ る 。

円 筒 形 の 5 、 6 で は 上半 部 に す こ し 違 い がみ ら れ る が 、 調整技法な ど は 同 じ で あ る の で 、 下半

部 と 同 一個体だ と す れ ば 、 新 し い 時期 の も の と い え よ う 。

従 来 の 埴輪観か ら す る と 、 こ の 占 い 時期 の も の と 、 新 し い 時 期 の も の で は 、 明 ら か に 時期差を

感 じ さ せ る も の で あ る が 、 小破片 と し て 出 土 し た も の を 含 ん で考 え る と 、 微妙な 問題が残 っ て い

る 。

円 筒埴輪は 3 類 に 分け る こ と が で き る 。

l 類 口 径が28�32cm ぐ ら い の も の で 、 口 縁部が外反す る も の 。 口 唇 は す こ し 中 く ぼ み を 呈

し 、 端 部 が ほ ん の わず か 内頻す る か の よ う な 感 じ の も の も あ る 。 突帯は よ く H 立 ち 、 突 出 し た も

の 、 台 形 状 の も の が あ り 、 台形状 の も の で も 中 く ぼみ の も の も あ る 。 外 面 の 調整 は基本的 に は横

ナ デ仕 上げ で あ る 。

Il 類 口 径は26cm ぐ ら い の 大 き さ で、 口 縁部は直行気味だが 、 わず か に 外反 し て い る 。 n 唇 は

す こ し 中 く ぼ み を 温 す る が 、 内 側 を す こ し 削 り と っ た か の よ う な 感 じ を 与 え る 。 突帯は低 く 、 小

さ い 。 外 面 の 調 整 は 基本 的 に は 斜 め ハ ケ 仕上 げ で あ る 。

m 類 口 径が24�30cm ぐ ら い の 大 き さ で、 口 縁部 は 直 行 し て い る 。 口 唇 は 中 く ぼみ状の も の も

あ る が 、 平 ら な も の も あ る 。 突帯は台形状 の 中 く ぼ み の も の が主 で あ る が 、 そ れ よ り も 低 い 、 く

ず れ た 台形状 の も の も あ る 。 外面 の 調整 は甚本的 に は斜 め ハ ケ 仕 上 げ で あ る 。

朝顔形 円 筒埴輪は 口 頸部 の 出 士 が 少 な く 、 簡 部 の 状 況 に よ っ て し か分類で き な い が 、 2 類 に 分

類 で き る 。

l 類 底部径が22�22 . 3cm ぐ ら い の も の で 、 突帯はわ り あ い 突 き 出 て お り 、 台 形 状 を 見 す る

が 、 す こ し 中 く ぼみ気味 で あ る 。

筒 部 は 5 段か ら な り 、 朝頻形 の 口 頚 部 は 、 中 途 に 突 舟 が め ぐ る が 、 そ の ま と 外反す る も の と 、

突 帯 の と こ ろ で傾 き を 変 え る も の が あ る 。

Il 類 底 部径 が 19cm で 、 全 く の 筒形 を 呈 し 、 突 帯 は 台 形 の く ほみ状 で 、 最 下段 の 突帯 は指 お さ

え に よ っ て 貼付 け た ま と で あ る 。 頸 部 の 突帯は三角 形 を 星 す 。 外 面 は 斜 め ハ ケ で 仕 上 げ て い る
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が、 一部横ハケも 使用されている。

底部に 閲 していえば、 朝顔 形円筒埴 輪、 普通の円筒埴輪と 区別することはできないが、 2 種が

みられる。

A 突帯は しっかり し、 外面は横ハケ仕上げを主と し、 底部端は 縦 ハケで 仕上げている。

B 底部端がすこ し内 煩気味で、 最 下段突帯が 指による 押圧のみで 接 合 している。 突帯の 格好

は低くくずれた台形状のものと、 中く ぼみのものがある。

こう した分類を 勘案 してつくりあげたのが、 先の 推定復原の 6 体の円筒埴 輪である。

以上のように分類 してみたが、 円筒埴輪では l類が古く、 Il ' 皿類が 新 しい、 朝顔 形円筒埴 輪

では 1 類が古く、 Il類が 新 しいということになる。 従 来の 編年では、 円筒 l 類と朝顔 l類は 5世

紀後半、 円筒 Il ' 皿類、 朝顔 形 Il類は 6世紀中 菓以降ということになり、 時間 的な 継続も持たな

いということになる。

出土 した円筒埴 輪（ 朝 顔 形も含む） で、 最 下段突帯の状態がわかるものをみてみると、 I 類と

されるもの21 .4kg、 Il ' 皿類とされるもの36 . 4kgとなる。 破 片の 大きさによっても 重さは 変わって

くる ので、 十分とはいえないが、 4 : 6 の 比率となって、 新 しい時期のも のが 多くなる 勘定であ

る。 口 縁部に 関 しても、 皿類とするものが 9 点と 一番多く出上 している。 埴 輪の 址からすると、

む しろ 新 しい時期のものが 多いと 言わざるを 得な い。

そうすると、 この 欠 塚古墳では、 一 旦忘れされかかっていた 古墳が、 半世紀ぐらい 後に大 改築

が行われたことを 想 定 しなければならなくなる。 今のところ、 大改築が どのような 理 由なのかも

わからない し、 出土 している須恵 器では、 古式の埴 輪に 伴うものが ほとん どで、 あえて 言えば、

提瓶が 新 しい埴輪に 伴う 可能性を残しているぐらいである。

少 鯖の埴 輪から 考えるので、 断定することはできないが、 従来の 編年観とは 違って、 新 旧 二つ

の時期の埴 輪は、 築造時に 同時に 使用された 可能性のあることも考えなければならないのではと

指摘 しておきたい。
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第 7 章 八 女古墳群 の な か で の 位置づけ

1 ' 前方後円墳の系列

九州第一 の袋族、 筑紫君の 奥律城 と さ れ る 八女古項群 の な か に 、 新たに前方後円墳を l 甚加 え

た こ と は、 大 き な発掘の成果で あ っ た。 今 ま で 1 1基の 前方後 円団が知 ら れ て い た が、 こ れ で 12基

に な っ た こ と に な る 。 こ の う ち 神 南牟 I l l 占瑣、 釘崎 3 号瑣は消滅 し て し ま っ て お り 、 いず こ も 同

じ で 、 破壊の危機に さ ら さ れ て い る 。 そ う し た なかで、 こ の 欠塚古瑣が破壊が著 し い と は い え 、

筑後市で保存 さ れた こ と は喜ば し い こ と で あ る 。

筑紫君 の墳墓の系列 と し て は 、 八女古墳群 に 限定 し て み る と 、 ①、 石人山古墳→神南無 田 古墳

→岩戸山 占墳→乗場古墳→痰 男 山 古墳 と い う 小 田 富士雄氏 を 主 と し た 考 え 方 と 、 ②、 石 人 山 古墳

→石櫃山 占頃→浦山 古墳→店戸山 占頃→停蔵塚 古頃→鶴見山古墳 と い う 、 八女古瑣群に 限定せず

に周 辺 の 占墳を も 考慮に入れた森貞次郎氏 の 考 え を も と に し た編年が あ る 。 私 自 身は②の系列を

考え る が、 と な る と 、 欠塚古墳を ど こ に位附づけ る か と い う こ と に な っ て く る 。 欠塚古墳の時期

は、 久留米市 の 石椴山 古頃、 浦 山 古瑣 ぐ ら い の と こ ろ に附 く こ と が で き る と 考 え る の で 、 石 人 山

占墳 と 岩戸山 古墳の間に位置づけ る こ と は可能であ る 。 し か し 、 瑣丘規模か ら す る と 、 両者が100

m を こ え る の に 、 欠塚古頃が45 m と あ ま り に も ち がいす ぎ る と こ ろ が あ り 、 す ん な り と 首 長雄の

系列に組み こ む こ と はで き な い。

前方後 円墳では、 欠塚古摂 と 同 じ 頃 の も の を 見 出 す こ と は で き な い が、 大形円墳では、 瑞 王 寺

古項、 川 犬古頃、 茶臼塚占瑣、 真浄寺 2 号瑣が挙げ ら れ る 。 全 く 同時期 と い う わけ で は な い が 、

位骰的な関係 を み る と 、 筑後市 か ら 八 女市 の地域で、 近接せずに 、 均等な 間隔で分布 し て い る こ

と が理解 さ れ る 。 上妻郡では 4 郷、 下長郡では 3 郷が知 ら れ て い る が、 何か し ら 、 こ れに符号す

る か の よ う で、 大形 円墳 と 小 さ い な が ら も 前方後 円瑣 と い う 違い は あ る が、 同 じ よ う な身分を想

定す る こ と がで き そ う で あ る 。 歴史時代 に は い っ て か ら の も の で あ る が、 福岡 市柏原追跡 か ら 郷

長 と 掲甚銘の あ る 土器 が 出 上 し て い る 。 こ れを 直接対比す る こ と は で き な い が、 郷長的な性格を

も つ も の と 被葬者を想定す る こ と も あ な が ち 的はずれ で は な い だ ろ う と 考 え る 。

地域首長墓の系列を石人山 古瑣→石櫃山 古墳→浦山 古瑣→岩戸 山古項 と 考 え た時 に 、 石樅山古

墳、 浦 山 古墳は八女丘陵か ら離れて 、 久留 米 市 東 部に つ く ら れ て い る 。 こ れは大和政権 の影翌カ

の 強 い 、 福 岡 県浮羽郡に本拠を 貯 い た と 考 え ら れ る 的臣 と の勢）J争い の緊張閲係があ り 、 力 を 誇

示す る た め に 前線に居をすえ た結果だ と 考 え て い る が、 そ う だ と すれば、 欠塚古頃の みが前方後

円項で あ る こ と は、 上勢力 を北に 向 け て い る 時に、 本来の 本拠地を 守 る 立場を に な っ て い た た め

に 、 ほか と は違 っ た瑣紙の形態を と っ た も の と 理解す る こ と も で き る の では な か ろ う か。
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八 女古墳群を 考 える場合には、 筑紫国造磐井の墳墓とされる八 女市の岩戸山占墳の存在が、 ま

ず 問題となる。 磐井の墳墓について記述しているのは 『筑後 国 風土記』だけであるた めに、 その

信憑性が ど う かとい う ことになる。 この記載を 単純に信用する危険性については、 古墳の実 年代

論 とも関係して、 疑点が提示されているし、 また、 今まで岩戸山古墳出土とされる須恵器をと り

あげ、 形式からみると、 従来九州でい われている須恵器の Il 型式よ り も新しいものが全てで、 岩

戸山古墳の 年代を 5 2 7、 5 28年頃に置 く 場合、 符 号しないことも指摘されている。 たしかに、 岩戸

山古墳の 年代の疑 問点は、 記録優先で、 考古学的操作によってなされてい ないので、 ほかの古墳

との比較も むずかしいところがあるが、 現状では、 磐井の乱とのからみで考 えられていること 以

上には見解が出ていないと言わ ざるを得ない。

八 女古墳群のなかで、 一番古いと 考 えられている前方後円墳は、 八 女郡広川 町と筑後市にまた

がる石 人 山古墳である。 かつては筑紫国造磐井の墳墓にも比定されたことのあるこの古墳は、 初

期の横穴式石室、 横口式家形石棺、 線刻による棺蓋への直弧文の装飾、 武装石人の樹立とい う 全

く の九州 的特色を兼ねそな えている。 墳形については、 造 り 出しをも ち、 後 円部のみに 周濠、 周

堤が め ぐってお り 、 欠塚古墳とも関連をもつ事象を示している。

これ以 前の古墳については、 不 明なところが多いが、 八女市の乗場占墳の東側 丘陵地で、 布留

式併行と考 えられる士器をもつ群集する周 渦墓が調査されてお り 、 前方後円墳築造 以 前から、 有

力集団の造墓はなされていたことは 明らかである。 た ゞ 、 こ う した集団墓から石 人山古墳の造営

者が出現したのかとなると 問題で、 筑紫君とい う 名 前と係 わ り の 深い福岡県筑紫野市の 原口古

墳、 小郡市の三国の恥古墳、 津占 1号 墳のよ う に 4世紀代の 前方後円墳のみられる地域から南下

して きた勢力とする見解が有力である。

石 人山古墳のあとに続 く と 思 われる前方後円墳はし ばら く みられず、 今回報告する欠塚古墳が

あらわれる。 欠塚古墳については、 規模もそ んなに大 き く な く 、 首長墓の系列に組みこむことは

むずかし く 、 前述したよ う に郷長的性格を強 く 感 じ させる。 久 留 米市の石櫃山古墳、 浦山古墳を

石 人 山古墳のあとに置 き、 古度の 内 容の類似性に系統性を 求 める。 筑後川に近い 久 留 米市の東部

地域に進出した のは、 筑後川中流域を本拠とする的 臣との勢力争いの結果であ り 、 緊張関係が解

消したことによ り 、 次代の岩戸山古墳の時には再び八女地方にも どったのであ ろ う 。 これは浮羽

の古墳が次第に在地化してい く 現象からもみることがで きよ う 。

岩戸山古墳が特 異な状況をつ く り 得たのは、 磐井の性格もさることながら、 尚 辺地域を完全に

掌握したことによ り 、 安定した勢力を 築 きあげたことを 背景に考 えなければならない。 岩戸山古
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墳の内容 、 筑 紫 国造磐井の 乱については 、 こ こでは ふれないが、 この 時 期が占墳 築 造において

は 、 重要な 節 日であった こ とは 、 以後、 横穴式 石室を内部 構造にもつ群集墳が出 現する こ とから

も 明らかである。

岩戸山 古瑣以降は 、 善蔵塚占墳、 鶴見山古墳 と 本 宗家系列の墳墓は 続き 、 前方 後円墳の 築造も

鶴見山古墳で終る と 考えられる。 前方 後円 項の 築造は終っても 、 群集墳の 築造は 継続 しているの

であり、 広川町北部の 高良 台地 南 辺 部、 八女丘陵の東部地域、 立花町の山 麗部に 多くみられる。

立花町では横穴墓が 多くつくられ、 八女丘陵にも広川町の大久保周辺にわずかながら横穴 雌がみ

られる。

この時期の 有 力な古墳と しては、 八女市の 童 男山 1号 瑣、 下茶屋 古墳があげられる。 竜 男山 古

墳群 は、 八女 古墳群のなかでも東の方に位樅 し、 横穴式 石室内部に 石棺 、 石 棚をもつものが 多

く 、 際だった 特 異性をもち 、 石人 も出士 している ところから 、 岩戸山 古墳の石人、 石 馬をつくっ

た石 エ集 団の 後 裔を 想 定 している。 本 宗家系 列の古墳 と しては 下 茶屋古 墳を 考える。 岩戸山古墳

のすぐ西側 という 立地条件 も 、 かつての筑 紫君の 姿を しの ぶ場 所 と して、 適当なところで 、 占墳

の最 後を 餅るに ふさわ しい ところ といえよう。 た ゞ 、この時期では 、もは や規模が大き ければ、 そ

れでよい というのではなく 、 三室構造的な横穴式 石室に 、 被葬者への 祭祀の 重みを しのばせる。

このあ と、 占墳の 築造はみられなくなるが、 筑 紫君が消滅 した とも考えられない。 氏 寺 と して

の寺 院の 建築がみられても 当 然なのだが 、 現在までの と ころ寺跡ら しきものは見 当らず 、 動 向を

知るす べがない。 た ゞ 、 近年、 前 国 府 ともいう べき 建物群が久密 米市の筑 後 国府跡で見つかりは

じめており 、 いちは やく 国家 統制の 下に 組み 込まれた こ とも 十分 考えられる。 『 日 本告紀』 夭智天

皇 10 年、 持統天 皇4 年条にみえる筑 紫君社夜麻の 名 前などは、 地方の 権 力 者 と しての 姿ではな

く、 令制 下の人物にす ぎない こ とを 示 している。

2 .  時代 に よ る 古墳 の 格差

今まで 、 筑 紫君本 宗家の墳 砥の 動 向をみてきたが、 八 女 古墳の時代 的な形 成をみてみよう。 前

力後 円墳 、 大 形 円墳 、 群集墳 という 3 陪 構造から 成り 立っている こ とを 述 べた こ とがあるが 、 あ

らためて その状況を ふりかえってみたい。

4世紀段階では 、 まだ 、 前方 後円墳の 築造はみられず、 吉 田 辻の西 追跡 のように方形 局構簗、

円形 周 溝砥が主流を 占める。 内部構造に 箱 式石棺をもち、 わずかに 鉄 製 品を副葬するぐらいだ

が 、 規模の大小はす こ しみられる。
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5世紀前半になると、 前方後円墳がつ く られるよ う にな り 、 一条の石人山古墳 が 出 現する。 大

形円墳も今のところは っ き り せずに、 円形周溝墓的なもの が群集して存在している。 周 渦墓の 内

部構造は箱式石棺、 木棺直葬な どで、 規模の大小もみられ、 特定の周 溝墓に小形銅鏡を 副葬して

いることもある。 八女市立山の立山山古墳群中にみられるが、 盛土もそれほ ど多 く な く 、 4世紀

代と ほ と ん ど変 り ない が、 円形を基調としているところ が変化とい えるかも知れない。

5世紀後半になると、 さ きに述べたよ う に、 八女丘陵では、 わずかに欠塚古墳が 前方後円墳と

しては認 められ、 筑紫君本宗家の墳墓は北へ移動して、 久 留 米市の 石 櫃山古墳、 浦山古墳 とな

る。 特徴的なのは、 大形円墳の築造が顧著になることで、 瑞王寺古墳、 川 犬古墳、 茶 臼塚古墳、

真浄寺 2 号 墳、 4号 墳がみられる。 も ち ろ ん、 これらの古墳は並行した時期に存在していたので

はない が、 地域的に分散してお り 、 郷的な小地域単位のま とま り でつ く られたことを 示してい

る。 さらに、 群集する竪穴系横口式石室を 内部構造とする小古墳群もつ く り 始 められる。 この小

古墳にも小形鏡を 副葬する例も多 く 、 被葬者の性格も前代の周 渦慕と基本的には変 り ないと考 え

る。

ここに、 前方後円墳、 大形円墳、 小円墳群とい う 3暦構造がは っ き り とあらわれて く る。 小古

墳群の竪穴系横口式石室は、 朝鮮半 島伽耶地方からの移 入 と 考 えられ、 基本 的には 単 体 埋 葬と

な っ ている。 お そら く 、 共 同 体 内における家 長の立場が社会 的に認められるよ う にな ったた め、

それが墳墓にも作用したものであ ろ う と考 えられる が、 それでも選 ばれた家長であ っ たことには

ち がいない。 そ う したなかの突 出したもの、 小地域の指導的立場をとるもの が、 大形円墳に葬ら

れ、 地域全体の統括者が前方後円瑣とい う よ う な状況を読みとることがで きる。

6世紀前半になると、 岩戸山古墳が登場して く る。 八女古墳群最大の古墳で、 九州でも 5指に

はいる大 き さをしている。 岩戸山古墳については、 別にのべるが、 古墳の変革期でもある。 岩戸

山古墳につづ く のは善蔵塚古墳である。 この 古 墳は 内 容がまだわか っ ていない が、 相 当 興味ある

内 容をもつこと が期待される。 大形円墳としては、 立山山 8号 墳、 13号墳、 弘化谷古墳を挙げる

こと がで き る。 立山山 8 号 墳と 13号 墳は 同 一地域にあ り 、 時間的に継続する可能性 が強い。 石室

は単室構造の横穴式石室で、 矢部川 流域で産 出する片岩をつか っ て小口積みに積み上げ、 胴張 り

をも っ ている。 弘化谷古墳では石屋形をも ち、 なかに彩色による装飾も ほ どこされてお り 、 その

内容は肥後北部の古墳と類似しているところも多い。 立場的には 5世紀後半代の大形円墳と変ら

ない が、 複数埋葬が主となるところに、 近親者とのつなが り も、 埋葬概念のなかに組み込まれて

きたことを示している。
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この時期、 群集墳の築造が途絶 える期間がある。 八女古墳群に 限らず、 全国 的 な 規模でみられ

る現象である。 細かい期間は今のと こ ろ 設定で き ないが、 急激に古墳の数を減少 している。 前方

後円墳、 大形円墳はつ く られているが、 それ以外の小古墳は ほ と ん ど見られ ない。 前代の竪穴系

横口式石室を 内 部構造にもつ小古墳と、 6世紀中葉 以 降さか んにつ く られる横穴式石室を 内 部構

造にもつ小古墳とが、 ほ と ん ど群在 し ない こ とからも十 分 う かがい知る こ とがで き る。

前方後円墳と大形円墳のみで形成されているのが特徴で、 墓制に対 しての き び しい規制の時代

である 。 地域首 長、 小地域の首 長のみを対象と し、 墳墓に地域的特色をみ せる時代でもある。 そ

の典型はい う までも な く 、 岩戸山古墳である。

6 世紀中築から後半にかけての時期は、 群集墳の時代である。 首長墓系列の前方後円墳と して

は、 鶴見山古墳をあげる こ とがで き る。規模としては、 同 じ 頃と考 えられる乗場古墳とさほ ど変 わら

ないが、 後円部を め ぐる周濠は岩戸山古墳にも ひけをとら ない堂々と したもので、 首長墓にふさわ

しい。 前方後円墳の築造は こ の古墳で終 り 、 以後は円墳と なる。 この系列の古墳と して、 次にでて

く るのは、 下茶屋古墳である。 径 30 mの円墳で、 複室構造の横穴式石室をもっている。 岩戸山古墳

の前方部から 10 0 m 程のと こ ろにあ り 、 岩戸山古墳を 十 分意識 した立地条件である。 伝承されて き

た筑紫君一族の栄華の時代を しの び、 回 帰現象とでもい える気持が大 き く 作用 したのであ ろ う 。

ほかの大形円墳と しては、 童 男山 1号墳、 丸山塚古墳がみられる。 場所は異なるが、 広 川 町の

大塚古墳、 立花町の大塚古墳もあげる こ とがで きる。 この段階でも小地域有力者の墳墓がま だ 明

確に、 ほかの群集墳と区別される状況をつ く り 出 し、 む し ろ 、 地域 首 長の 墳 墓 と 近 く な る こ と

が、 末端までの支配機構が強 く な り 、 地域首長の立場を在地から切 り 離す こ とを示 しているのか

も知れない。

前方後円墳は 6世紀後半でも比較的はやい 時に な く な り 、 以後は円墳と なる。 その状況は、 鶴

見山古墳から下茶屋古墳への移行にみる こ とがで き、 小地域の有力者がつ く る大形円墳も依然と

してつ く られている。 む し ろ 較差が小さ く なるのが特徴ともい える。 その下に爆発的に増加する

小円墳群があらわれて く る。 古墳の終末まで、 墳墓にみられる 3府 構造はつづいていたとい う こ

とに なる。

3 .  群集墳 の 時代
小古墳によって形成された群集墳について見てみよ う 。 横穴式石室を 内 部描造とする小円墳が

群をつ く って築造されるのは、 混乱 した継体朝の なかから生まれた中央集権 的 な 欽 明 朝の成立が
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大きな 力になったと考えている。 家 族洋位での 掌握が可能となった段階で、 それをより 安定 した

かたちで 維持するために、 再度墓制に 政治的意味をもたせて、 つくらせはじめたのが、 盛期の群

集墳である。

群集地帯と しては、 八女丘陵につづく山 麓の南 斜面、 広川町の 高 良台地につながる丘陵の南 斜

面、 矢部川をへだてた 立花の山 裾と、 大ぎくは三つに分けられる。 このなかで、 立 花町のもの

は、 横穴式石室がほとんど見られず、 斜面に 穴を 穿っただけの 横穴墓で、 ほかの 二つの地域とは

埋葬方 法が 異なっている。 横穴墓には単室と複室があり、 崖面に無 秩序といえるように並んでい

る。

こう した地域のなかに、 立花大塚古墳がある。 径30mの円墳で、 巨石を 使った複室構造の 横穴

式石室をもってい る。 横穴 鎚 の 被葬者とは身分 的に 異なり、 矢部川左岸の 立花町域を 統括する 小

地域 首長を 想 定できる。

広川町の北部地域も群集墳地帯である。 古墳は丘陵の縁 辺部に東西に 割合い 長く分 布 してい

る。 平 原古墳群、 鈴 ヶ山古墳群のように、 竪穴系 横 口式石室を内部構造にもつ古墳群もみられる

が、 ほとんどは横穴式石室を内部構造にもつ 円墳群で、 前 者から 後 者への連 続性は見られない。

大塚古墳は、 この地域では大形の円墳である。 内部主体に複室構造の 横穴式石室を 2 基もって

いることもめずら しいが、 地域を代表する古墳といえる。 この地域では前 方後円墳はみられず、

大形円墳が最大で、 ほかにも規模はす こ し 小さくなるが、 山ノ 前1 号墳のように群集 しているな

かで目 立つような古墳もある。 お そらく 立花大塚古墳の 被葬者と同じような 小地域 首 長層を 考え

る ことができるが、 水 原の古墳からは金製 指輪の 出土が 伝えられているし、 内田の古墳では両壁

から石 棚状の張り 出しをもつ構造もみられるなど、 興味深い事例もある。

八女古墳群では、 丘陵部よりむしろ東の山 裾の地域に群集墳がみられる。 丘陵部は歴代墳墓の

地と して、 特別の認 識が強く残っていたので、 一般的な群集墳の 立地 条件とも係わるが、 墓域 を

東の 方に 限定 したためであろう。 本の 団蔵塚古墳は墳丘はさほど大きくないが、 巨石 租みの複室

構造の 横穴式石室をもち、 山内の 童 男山 1 号墳は終 末の古墳では最大規模の大きさで、 複室構造

の 横穴式石室をもっている。 石室構造は乗場古墳の それとよく 似た構造であるが、 家形の石屋形

と 郊J抜きの 石棺をもっている。 童 男山1 号墳を含む 童 男山古墳群は、 八女古墳群のなかでも、 特

異な構造をもつものが 多いが、 その 特徴は、 石室内の 施設に 阿蘇凝灰岩を 使用 している ことであ

る。

石屋形、 石棺、 石 棚、 棺 床などにみられる。 さらに、 近 年、 3 号墳の近くから、 子 供を 背負っ
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た石人 、 21号墳から 座った石人がみつかり 、 石人 、 石馬文化を 色漿く残 している。 石 材加 工に 特

徴をみせるこの古墳群の 背景には 、 やはり 、 岩戸山古墳の石 製 品を無 視するわけにはいかない。

岩戸山古墳と 童 男山古墳群では 、 時 期も 異なっているので 、 同列に考えることはできないが 、 岩

戸山古墳の 築造で発 揮された 技術を 受けついだ 専業集 団が 、 その 後も 継続 し 、 6世紀中 葉以降に

占墳の 築造がゆるされて 、 一斉につくった結果であろう。 その時に他の集 団が持たない 技術を 誇

示 してつくりあげた 、 もは や 、 ほかではつくられない石人をつくったのも 伝統の上に 成り 立って

いる。 石 エ集 団の 特殊性を 如実に 示 している古墳群ということができる。

群集墳も 6世紀末ない し 7世紀前半には 築造をおえるが 、 横穴式石室も複室構造から 単室構造

のものに 変わる。 しかも 極端に小形になり 、 埋葬も 単 次埋葬となる。 塚ノ谷古墳群中にいくつか

見られるが 、 八女地 方では 、 まだ確 認されたものは 少ない。 浮 羽 郡 田主 丸の 田主丸古墳群は 、 盛

期から終 末の群集墳の 変遷を知るうえでの 好例である。
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第 8 章 欠塚古墳関係 の 聞 き 書

1 ' 坂本友蔵氏 と 影塚 名 の 土 器 の 周 辺
本報告、 第 7図に ある須恵器杯蓋は、 注記されているよ う に 、 欠塚出土品と思われるが、 波多

野暁三 『筑紫史論』C 3)の 285頁 「また完形土器 （不明 ） 1個は水田村研究会員が保管していると
言 う 」 に あたると 思われる。

こ の 文章を 読 ん だ 時 、 坂本友蔵氏 の こ とが頭に浮か ん だ。 氏は古代 の 遺跡に造詣が深 く 、 筑後
郷土史研究会を作った。 筑後市 の 裏山遺跡は氏 の 念願で調査、 保存されたが、 報告着 の 集合写真
の前列、 鏡山猛先生 の 隣で旗を持つ のが坂本氏で ある。

氏は農業 の 傍ら 、 近辺 の 農家へ 自 転車 の 荷 台に種物を租んで売 り に 行っておられた。 こ れは家
を出るた め の口実で、 本 当は遺跡を見に行 く のが本 当 の 目 的で あった。

氏は久 留 米市藤田 高塚 の 埴輪をもつ古培を地主 の 長 男、 古賀高広君 （ 当 時 中学生 ）が 30 年程前
に石室を 掘 り あてた時、 こ れを岩崎光氏に連絡、 調査を された。 詳細は 不 明で あるが、 『八 女 • 山
門』の表紙に 刀 の 図 の ある所が それで ある。

羽 犬塚町 の 郷土史家池田氏は、 私は存 じ あげないが 、 坂本氏が池田氏に知らせ、 調脊になった
のではない だ ろ う か。

当 時 の関係者も少な く な り 、 坂本氏と欠塚古墳と のつなが り をはっ き り させる事はで きなかっ
たが、 私には晩 年の山 羊 ひ げが 白い長身 のお じいさん の こ とが思い出されてならない。

なお、 筑後郷土資料館は氏と筑後郷土史研究会で集めた資料をもとに 、 彼ら の 熱意でつ く られ
たも ので、 郷士史研究 の シ ソ ボ ルでも ある。 現在も会員の 皆様が交代で館を守っておられる。

坂木氏 の 影密を受け、 全 く 同 じ道を歩 んでいる私 には、 彼と欠塚 古墳と のつなが り が色涙 く 頭
の 中 に 浮か んで く る。

2 .  一条納骨堂の記念碑
波多野氏 の調在の あ と 、 欠塚古墳はさらにみ じ めな姿になっていった。 1 0 年程前、 当地方では

納骨堂 の 建設 ブ ー ム で あった。
筑後市一条 の 納骨堂に欠塚 占墳 の 石材が行っていると、 広 川 町在住 の佐々木 四 卜 臣氏に教えら

れ、 行ってみた。 堂北側 の記念碑 の 主柱がそれらし く 思われた。 石工は 中 村好三氏で、 筑後市赤坂
の 人で 、 現在 の福岡銀行 く らかず代理店と 中 村氏 の 息子 の 魚屋 の 店 の と こ ろが工房で あった。

そ う した こ とを見聞し 、 欠塚納骨堂へ行ってみた。 やっ ぱ り あった。
• 祖廟建設記念碑 （ う えの 2石は変岩 ）
• 石材寄附 ： 塚山組合員、 角金次郎、 原 田茂、 永松重雄 、 山 口 義、 山 口 貞雄 、 原 田 一、 山口龍彦
• 石工 ： 中 村 好三

と ある。 こ の塚山組合員とは、 欠塚古墳 の 共 同所有者で あ ろ う 。 こ のよ う な経過で 、 次第に石
は抜 き 取られて 、 調森時 のよ う に ほ と ん ど痕跡を残さないよ う になった ので あ ろ う 。
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